
(様式第 10) 

２８新大病医第１７１号  

平成２８年１０月 ５日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名（管理者）鈴木 榮一 (印) 

 

新潟大学医歯学総合病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成２７年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒950-2181 新潟市西区五十嵐二の町8050番地 

 氏   名  国立大学法人 新潟大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 新潟大学医歯学総合病院 

 

3 所在の場所 

〒951-8520 新潟市中央区旭町通１番町754番地 

                               電話( 025 ) 223 － 6161 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1循環器内科  2内分泌・代謝内科  3血液内科  4腎臓内科  5呼吸器・感染症内科 

6心療内科  7消化器内科   8肝臓・胆のう・膵臓内科  9腫瘍内科  10神経内科 

 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 



 

 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1消化器外科  2乳腺・内分泌外科  3呼吸器外科  4心臓血管外科  5形成・美容外科 

6小児外科    7耳鼻いんこう・頭頸部外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科 
 ○7 産婦人科  8産科    9婦人科  ○10 眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科   
  ○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1歯科口腔外科   2矯正歯科   3小児歯科           

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1リハビリテーション科 

 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

64床 床 床 床 763床 827床 

 

 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 28 年 10 月 1 日現在） 
  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         517人   81人  538.4人  看 護 補 助 者           22人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         188人    59人  193.2人  理 学 療 法 士           12人 臨床 

 

検査 

   70人      人 

 薬 剤 師          57人    0人     57人  作 業 療 法 士             4人     0人      人 

 保 健 師          0人    0人      0人  視 能 訓 練 士             6人     0人      人 

 助 産 師          33人   0人     33人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         799人   13人  808.3人  臨 床 工 学 士   15人 医療社会事業従

事者 

    9人 

 准 看 護 師           0人    1人   0.6 人  栄  養  士             0人 その他の技術員            6人 

 歯科衛生士     22人     4人     25人  歯 科 技 工 士            6人 事 務 職 員          154人 

 管理栄養士      7人    0人      7人  診療放射線技師     41人 その他の職員         85.6人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成 28 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 42 人 眼 科 専 門 医 15 人 

外 科 専 門 医 32 人 耳鼻咽喉科専門医 14 人 

精 神 科 専 門 医 7 人 放射線科専門医 20 人 

小 児 科 専 門 医 27 人 脳神経外科専門医 18 人 

皮 膚 科 専 門 医 7 人 整形外科専門医 20 人 

泌尿器科専門医 13 人 麻 酔 科 専 門 医 18 人 

産婦人科専門医 25 人 救 急 科 専 門 医 8 人 

  合 計 266 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 鈴木 榮一  ） 任命年月日 平成 25 年 4 月 1 日 

 

平成 25 年 4 月 1 日から，医療安全推進委員会及び医療事例審議委員会の委員長である。 

また，（現時点で）高難度医療及び未承認医薬品を用いた医療の実施について審議を行う委員会（名

称：病院臨床倫理検討委員会）の委員長も務めている。 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数 703.0人 25.2人 728.2人 

 １日当たり平均外来患者数 1689.1人 624.3人 2313.4人 

 １日当たり平均調剤数                                                        2,705 剤 

必要医師数 173人  
必要歯科医師数 36人  
必要薬剤師数 35人  

必要（准）看護師数 443人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

 233 m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

 

   病 床 数  8 床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     48 m 2      病床数      3 床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積  116 m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室    403m 2 鉄筋コン

クリート 

  臨床化学自動分析装置、免疫検査自動分析装置、検体搬送ラ

インシステム、多項目自動血球分析装置、血液凝固測定装置、

尿中有形成分分析装置、顕微鏡、試薬冷蔵庫 

細菌検査室    161m 2 鉄筋コン

クリート 

  同定薬剤感受性測定装置、血液培養自動分析装置、抗酸菌培

養検査装置、核酸増幅装置、顕微鏡、試薬庫 

病理検査室    269m 2 鉄筋コン

クリート 

自動染色機，自動免疫染色機，蛍光顕微鏡，PCR 装置 

病理解剖室    221m 2 鉄筋コン

クリート 

解剖台，クリオスタット，超低温フリーザー 

研 究 室    711m 2 鉄筋コン

クリート 

パソコン等 

講 義 室    514m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      9 室  収容定員          303 人 

図 書 室    101m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      3 室  蔵 書 数   3,800 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹 介 率 76．1％ 逆 紹 介 率 56．2％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                    15,867人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 13,060人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 1,827人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                    23,226人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

10人　

0人　

15人　

15人　

1人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

実物大臓器立体モデルによる手術支援

食道アカラシア等に対する経口内視鏡的筋層切開術

　　急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変
　　（ＭＲＤ）量の測定

　　ＬＤＬアフェレシス療法

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

骨髄細胞移植による血管新生療法

有床義歯補綴治療における総合的咬合・咀嚼機能検査

歯周外科治療におけるバイオ・リジェネレーション法

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人　

0人　

0人　

0人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ベペルミノゲンペルプラスミドによる血管新生療法

高度の医療の提供の実績

　　オクトレオチド皮下注射療法

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与
（三週間に一回投与するものに限る。）の併用療法

急性心筋梗塞に対するエポエチンベータ投与療法

　　リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

　　放射線照射前に大量メトトレキサート療養を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の
　　併用療法並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 8 56 ベーチェット病 115
2 筋萎縮性側索硬化症 40 57 特発性拡張型心筋症 98
3 脊髄性筋萎縮症 8 58 肥大型心筋症 22
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 14 60 再生不良性貧血 41
6 パーキンソン病 106 61 自己免疫性溶血性貧血 1
7 大脳皮質基底核変性症 11 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3
8 ハンチントン病 4 63 特発性血小板減少性紫斑病 60
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 65 原発性免疫不全症候群 7
11 重症筋無力症 166 66 IgＡ 腎症 26
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 22
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 123 68 黄色靱帯骨化症 4

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
19 69 後縦靱帯骨化症 92

15 封入体筋炎 1 70 広範脊柱管狭窄症 13
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 96
17 多系統萎縮症 24 72 下垂体性ADH分泌異常症 4
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 74 73 下垂体性TSH分泌亢進症 5
19 ライソゾーム病 14 74 下垂体性PRL分泌亢進症 13
20 副腎白質ジストロフィー 7 75 クッシング病 12
21 ミトコンドリア病 10 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
22 もやもや病 90 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 47
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 98
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 10
27 特発性基底核石灰化症 1 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 8 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 212
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 14
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 29
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 16
34 神経線維腫症 53 89 リンパ脈管筋腫症 7
35 天疱瘡 44 90 網膜色素変性症 30
36 表皮水疱症 1 91 バッド・キアリ症候群 5
37 膿疱性乾癬（汎発型） 18 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 93 原発性胆汁性肝硬変 72
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 0
40 高安動脈炎 43 95 自己免疫性肝炎 4
41 巨細胞性動脈炎 1 96 クローン病 122
42 結節性多発動脈炎 15 97 潰瘍性大腸炎 367
43 顕微鏡的多発血管炎 37 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 34 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 3
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 12 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 10 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 18 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 430 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 131 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 147 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 53 107 全身型若年性特発性関節炎 1
53 シェーグレン症候群 18 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 4 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 2 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 1
113 筋ジストロフィー 3 163 特発性後天性全身性無汗症 2
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 2
118 脊髄髄膜瘤 3 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 1
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 1 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 1 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 0 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 0 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 0
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 2 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 11 270 慢性再発性多発性骨髄炎 1
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0 271 強直性脊椎炎 5
224 紫斑病性腎炎 5 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 0 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 1 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 4
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 1 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 3

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・退院支援加算 　・

　・データ提出加算

　・ハイリスク妊婦管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・病棟薬剤業務実施加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・栄養サポートチーム加算

　・医療安全対策加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・救命救急入院料

　・特定集中治療室管理料

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料2

　・

　・感染防止対策加算

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・医師事務作業補助体制加算

　・急性期看護補助体制加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重傷者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウィルス疾患指導料 　・皮下連続式グルコース測定

　・高度難聴指導管理料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・糖尿病合併症管理料 　・神経学的検査

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・補聴器適合検査

　・外来緩和ケア管理料 　・ロービジョン検査判断料

　・移植後患者指導管理料 　・コンタクトレンズ検査料

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・外来放射線照射診療料 　・センチネルリンパ節生検（片側）

　・ニコチン依存症管理料 　・有床義歯咀嚼機能検査

　・ハイリスク妊産婦共同管理料 （Ⅰ） 　・画像診断管理加算１

　・がん治療連携計画策定料 　・画像診断管理加算２

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・歯科画像診断管理加算

　・薬剤管理指導料 　・ポジトロン断層撮影，ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影,ポジトロン断層・磁気共鳴コン
ピューター断層複合撮影又は乳房用ポジトロン断層撮影

　・医療機器安全管理料1 　・CT撮影及びMRI撮影

　・医療機器安全管理料2 　・冠動脈CT撮影加算

　・歯科治療総合医療管理料 　・外傷全身CT加算

　・在宅患者歯科治療総合医療管理料 　・心臓MRI撮影加算

　・持続血糖測定器加算 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・遺伝学的検査 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・外来化学療法加算1

　・検体検査管理加算 （Ⅳ） 　・無菌製剤処理料

　・遺伝カウンセリング加算 　・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・胎児心エコー法 　・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・ヘッドアップティルト試験 　・がん患者リハビリテーション料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

　・透析液水質確保加算

　・手術用顕微鏡加算

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算

　・認知療法・認知行動療法

　・医療保護入院等診療料

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料(治療抵抗性統合失調
症治療指導管理料に限る。)

　・集団ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ療法料

　・通院・在宅精神療法

　・歯科口腔リハビリテーション料２

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

高度の医療の提供の実績

　・歯科技工加算 　・同種死体肝移植術

　・皮膚悪性腫瘍切除術(悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。)

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・同種死体腎移植術

　・頭蓋骨形成手術 （骨移動を伴うものに限る。） 　・生体腎移植術

　・脳刺激装置植込術 （頭蓋内電極植込術を含む。） 及び脳刺激装
置交換術，脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・膀胱水圧拡張術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・上顎骨形成術 （骨移動を伴う場合に限る。） (歯科診療以外の診療に係るものに限る。)、下顎骨形
成術 （骨移動を伴う場合に限る。）  (歯科診療以外の診療に係るものに限る。)

　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・上顎骨形成術 （骨移動を伴う場合に限る。） (歯科診療に係るものに限る。)、下顎骨形成術 （骨移動
を伴う場合に限る。）  (歯科診療に係るものに限る。) 　・輸血管理料Ⅰ

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術(眼内内視鏡を用いる
もの)

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は
乳がんセンチネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）

　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法 （IABP法）

　・補助人工心臓

　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・網膜再建術

　・腹腔鏡下肝切除術

　・生体部分肝移植術

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・人工内耳植込術，植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　の　種　類

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・

　・

　・歯周組織再生誘導手術

　・手術時歯根面レーザー応用加算

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・高エネルギー放射線治療

　・１回線量増加加算

　・歯根端切除手術の注３

　・歯科矯正診断料

　・顎口腔機能診断料 (顎変形症 (顎離断等の手術を必要と
するものに限る。)　の手術前後における歯科矯正に係るもの)

　・強度変調放射線治療(IMRT)

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・定位放射線治療

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・口腔病理診断管理加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

解剖例 CPC １０回／年     生検例１５回／年

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

剖検症例数　　　20　例　　　／　　剖検率　　　5.5　%

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下子宮体がん根治術 　・

　・実物大臓器立体モデルによる手術支援

　・

　・有床義歯補綴治療における総合的咬合・咀嚼機能検
査

　・食道アカラシア等に対する経口内視鏡的筋層切開術

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補
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委
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委
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委
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委

補

委

補

委

補

委

補

委
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計21件　　 　

CKD疫学調査分科会　担当　他コホー
ト研究との連携

成田　一衛 腎・膠原病内科 500,000
国立大学法人筑波
大学

治験薬「KAG-308」の治験での病理組
織標本の作製

味岡　洋一 病理部 1,150,000 科研製薬株式会社

細胞老化と老化関連疾患に対するリナ
グリプチンの効果に関する研究

南野　徹 循環器内科 5,000,000
日本ベーリンガーイ
ンゲルハイム株式会
社

糖尿病大血管症―臨床マーカー 曽根　博仁
内分泌・代謝内
科

400,000
国立研究開発法人
国立国際医療研究
センター

保存臍帯や他の保存検体からの効率の良
いRNA抽出法の検討、および先天性感染
症患者における検体採取体制の確立

齋藤　昭彦 小児科 700,000
国立研究開発法人
国立成育医療研究
センター

培養ヒト骨髄細胞を用いた低侵襲肝臓
再生療法の開発

寺井　崇二 消化器内科 5,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

大学病院と関連施設における小児感
染症への迅速診断法の応用

齋藤　昭彦 小児科 1,000,000
国立研究開発法人
国立成育医療研究
センター

大動脈ステントの性能評価研究 榛沢　和彦 呼吸器外科 1,500,000 JMR株式会社

大規模検診データベースの縦断解析エビデンスに基づ
く基準範囲設定と重大イベント発症確率精密予測の
フィードバックによる検診要精検者の医療機関受診率向
上戦略

曽根　博仁
内分泌・代謝内
科

8,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的
初期治療の指針策定

平野　徹 整形外科 650,000
国立大学法人東京
医科歯科大学

ロコモ患者におけるフレイルの進行に
関する研究

遠藤　直人 整形外科 600,000
国立研究開発法人
国立長寿医療研究
センター

エイズ患者・HIV感染者の歯科医療体
制整備に向けた調査研究

高木　律男 顎顔面口腔外科 2,400,000 新潟県

水俣病、緑内障眼における中心視野
機能と構造変化の関係性（クラスタ化
による検討）

福地　健郎 眼科 2,000,000 新潟県

心因性素因の眼振への影響に関する
検討

堀井　新
耳鼻咽喉・頭頸
部外科

2,000,000 新潟県

地域保健における歯科疾患の予防 宮崎　秀夫 予防歯科 826,000 弥彦村

超高齢化社会における疾病の予防に
対応する新規医療機器の開発と国際
標準化

井上　誠
口腔リハビリテー
ション科

216,000 株式会社ライフ

チロシンキナーゼ阻害剤による有効な
がん治療の実用化に関する研究

菊地　利明
呼吸器・感染症
内科

10,500,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

細胞老化および加齢関連疾患におけ
るSGLT2阻害薬の役割に関する研究

南野　徹 循環器内科 10,557,000
田辺三菱製薬株式
会社

HPVワクチンの有効性を安全性の評価
のための大規模疫学研究

榎本　隆之 産科婦人科 62,078,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

慢性腎臓病の進行を促進する薬剤等
による腎障害の早期診断法と治療法の
開発

成田　一衛 腎・膠原病内科 12,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

小児の肝移植患者におけるワクチン接
種の安全性・有効性に関する研究

齋藤　昭彦 小児科 4,810,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

（様式第3）



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）
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補

委

補

委 　小計21件　　 　

口腔-腸管連関を基盤としたペリオドン
タルメディスン病因論の統合的解明

山崎　和久
口腔保健学（お
口の健康室）

17,030,000
独立行政法人日本
学術振興会

血管ニッチによって制御されるステムセ
ルエイジングと加齢関連疾患発症機序
の解明

南野　徹 循環器内科 22,620,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯周炎・糖尿病・リウマチの共通リスク
サイトカイン遺伝子の解明

吉江　弘正 歯周病科 8,320,000
独立行政法人日本
学術振興会

肺癌患者におけるafatinibによる抗腫
瘍免疫状態の変化に関する研究

渡部　聡
呼吸器・感染症
内科

8,100,000
日本ベーリンガーイ
ンゲルハイム株式会
社

ネクロプトーシスにより発症する重症薬
疹の機序解明

阿部　理一郎 皮膚科 2,990,000
独立行政法人日本
学術振興会

Er.YAGレーザーによるインプラント周
囲炎に対する再生外科治療の効果に
ついて

吉江　弘正 歯周病科 2,817,500
株式会社モリタ製作
所

血小板濃縮生体材料の生物活性評価
と調製法の最適化

中田　光
生命科学医療セ
ンター

400,000
一般社団法人東京
形成歯科研究会

自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵母
由来組換えGM-CSF吸入の多施設共
同医師主導治験

中田　光
生命科学医療セ
ンター

194,434,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

リンパ脈管筋腫症に対するラパマイシ
ン長期服用の効果と安全性評価のた
めのコホート調査

高田　俊範
魚沼地域医療教
育センター

10,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

ヒト臨床検体（肝がん、すい臓がん）で
のDelta-like homolog-1(DLK-1)の免
疫染色

寺井　崇二 消化器内科 2,500,000
株式会社カイオム・
バイオサイエンス

重症薬疹における特異的細胞死誘導
受容体をターゲットにした新規治療薬
開発

阿部　理一郎 皮膚科 18,799,599
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）およ
び経口内視鏡的筋層切開術（POEM)ト
レーニングモデルの開発

寺井　崇二 消化器内科 1,000,000 サンアロー株式会社

咀嚼計測装置の開発に関する研究 小野　高裕 義歯診療科 1,100,000 シャープ株式会社

炎症性腸疾患に伴う腸管狭窄に対す
るヒト脂肪由来間葉系幹細胞の効果に
関する研究

寺井　崇二 消化器内科 5,500,000
株式会社インタース
テム

生体機能性材料S-PRG filler に関する
研究-抽出液による根尖部象牙細管の
封鎖効果-

韓　臨麟 歯の診療科 500,000 株式会社松風

新規ケイ酸カルシウム系歯内療法用セ
メントに関する研究

吉羽　邦彦 歯の診療科 575,000
日本歯科薬品株式
会社

口呼吸と口唇閉鎖力に関する臨床研
究

早﨑　治明
小児歯科・障が
い者歯科

500,000 株式会社松風

ミャンマーにおける呼吸器感染症制御
へのアプローチ

阿部　理一郎 皮膚科 23,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

日本人患者の癌遺伝子変異と治療法
適合性に関する研究

若井　俊文 消化器外科 13,228,000
電気化学工業株式
会社

①未診断腎疾患イニシャチブの開発と整備　②未診断
腎疾患に関わる患者、診療の現状の把握　③小児科腎
領域のIRUDとの連携確立、トランジション対策の提案

成田　一衛 腎・膠原病内科 1,000,000
国立研究開発法人
国立精神・神経医療
研究センター

出産後の糖尿病・メタボリックシンド
ローム発症のリスク因子同定と予防介
入方法に関する研究

曽根　博仁
内分泌・代謝内
科

156,000
国立大学法人岡山
大学



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元
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ヘパリン親和性を獲得した新規エリスロ
ポエチンの生物学的特性と臨床応用
のための検討

森山　雅人 腫瘍内科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

IgG4関連疾患はMALTリンパ腫の発症
原因になり得る

瀧澤　淳 血液内科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

肥満・糖尿病・歯周疾患への遺伝的背
景と環境・代謝要因の相互作用に対す
る包括的解析

葭原　明弘
口腔保健学（お
口の健康室）

5,590,000
独立行政法人日本
学術振興会

ヘプシジンを介した心不全における貧
血と鉄欠乏の機序の解明と新たな治療
の検証

塙　晴雄 循環器内科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

ヘッジホッグシグナル伝達系は末梢神
経再生を誘導する

瀬尾　憲司 歯科麻酔科 4,810,000
独立行政法人日本
学術振興会

高付加価値型歯周炎ワクチン―DNA
オリガミとイミダゾキノリンによるIgA誘導
―

多部田　康一 歯周病科 6,370,000
独立行政法人日本
学術振興会

脳放射線治療の個別最適化に向けた
包括的研究

青山　英史 放射線科 4,550,000
独立行政法人日本
学術振興会

胆道癌・膵癌の転移能に関与する脂
質メディエーター分子制御機構の解明
および臨床応用

若井　俊文 消化器外科 6,630,000
独立行政法人日本
学術振興会

都市部一般住民の口腔健康と動脈硬
化性疾患の関係についての前向きコ
ホート研究

小野　高裕 義歯診療科 4,810,000
独立行政法人日本
学術振興会

重症薬疹の発症病態解明に対する包
括的検討

阿部　理一郎 皮膚科 9,360,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯根膜の血行性幹細胞供給とその分
化過程を追跡するイメージングシステ
ムの開発

加来　賢
冠・ブリッジ診療
科

2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

骨質（コラーゲン）が骨代謝に及ぼす
影響とそのメカニズムを探る

魚島　勝美
冠・ブリッジ診療
科

4,030,000
独立行政法人日本
学術振興会

「心の理論」の脳基盤を介した自閉症
の病態解明およびサルの自閉症モデ
ル動物の作成

染矢　俊幸 精神科 650,000
独立行政法人日本
学術振興会

μオピオイドによる急性耐性、痛覚過
敏の細胞内シグナル機序の解明

河野　達郎 麻酔科 2,600,000
独立行政法人日本
学術振興会

次世代型スーパー肝線維化改善細胞
を用いた肝臓再生療法開発への基盤
研究

寺井　崇二 消化器内科 5,200,000
独立行政法人日本
学術振興会

ホロゲノム解析によるIgA腎症の病態解
析と治療ターゲット探索

成田　一衛 腎・膠原病内科 4,940,000
独立行政法人日本
学術振興会

立体三次元構築法を用いた末梢神経
交叉移行術後における可塑的神経再
生経路の検討

柴田　実 形成・美容外科 5,590,000
独立行政法人日本
学術振興会

乳歯歯髄由来ヒトiPS細胞からの歯形
成細胞への分化誘導制御

齊藤　一誠
小児歯科・障が
い者歯科

3,510,000
独立行政法人日本
学術振興会

健康科学と臨床医学を統合した日本
人における生活習慣病の予防・治療の
エビデンス確立

曽根　博仁
内分泌・代謝内
科

3,250,000
独立行政法人日本
学術振興会

ミュラー管由来漿液性腺癌の分子生物
学的特徴の解明と新たな治療標的の
同定

榎本　隆之 産科婦人科 3,770,000
独立行政法人日本
学術振興会

肺組織幹細胞への再分化転換機構を
応用した炎症性肺疾患の新規治療法
の開発

菊地　利明
呼吸器・感染症
内科

3,510,000
独立行政法人日本
学術振興会
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p62-Keap1-Nrf2 pathwayによる大腸癌
抗癌剤耐性機序の解明

亀山　仁史 消化器外科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

PARK7 の非アルコール性脂肪肝炎に
おける役割と診断的応用

高村　昌昭 消化器内科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

新生児ヒトパレコウイルス3型感染症発
症のメカニズム―移行抗体の役割－

齋藤　昭彦 小児科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

診療参加型歯科臨床実習における学
習効果の可視化ーeポートフォリオの開
発ー

小田　陽平 口腔再建外科 520,000
独立行政法人日本
学術振興会

大腸癌の発生におけるDNA損傷修復
応答の意義

味岡　洋一 病理部 2,210,000
独立行政法人日本
学術振興会

IL-10応答を中心とした歯周病原細菌
感染に対する慢性炎症成立機構の基
盤解明

中島　貴子
歯学教育研究開
発学分野（歯科
総診）

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

齲蝕関連細菌群をターゲットとした歯
垢バイオフィルムの多角的解析と齲蝕
予防への展開

松山　順子
小児歯科・障が
い者歯科

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

乳幼児の捕食動作に関する研究 早崎　治明
小児歯科・障が
い者歯科

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

笑気吸入鎮静法とデクスメデトミジン添
加リドカインを併用した行動調整法

齊藤　陽子
小児歯科・障が
い者歯科

1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

臨床癌組織の遺伝子発現解析により
口腔扁平上皮癌の遠隔転移の分子機
構を解明する

永田　昌毅 顎顔面口腔外科 650,000
独立行政法人日本
学術振興会

超音波診断検査を用いた顎変形症の
機能的診断法の開発

福井　忠雄 矯正歯科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

凍結保存歯の歯根膜細胞は高い増殖
能を維持できるか

小野　由起子 口腔再建外科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

PCR発症リスク因子の解明とPTH（1-
34）間歇投与による予防法の開発

小林　正治 口腔再建外科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

ICT(情報通信技術)とピエゾセンサーを
融合した在宅嚥下機能評価訓練シス
テム開発

櫻井　直樹 義歯診療科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

舌骨喉頭位と嚥下機能との関連 小野　和宏
口腔保健学（お
口の健康室）

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

アパタイト形成能を有する生体機能性
セメントの開発とう蝕象牙質再石灰化
療法への展開

児玉　臨麟 歯の診療科 910,000
独立行政法人日本
学術振興会

胎生期ラベリング法を用いた歯髄幹細
胞の局在と維持機構の解明

石川　裕子
口腔保健学（お
口の健康室）

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

高齢者大腿骨近位部骨折の経年的推
移と骨折後転帰に関する研究

遠藤　直人 整形外科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

長期臨床データに基づく接着性セラ
ミック系修復物の寿命要因の分析

福島　正義
口腔保健学（お
口の健康室）

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

NK細胞療法における最適なドナー選
定方法とキメラ型人工受容体発現の新
手法の開発

今井　千速 小児科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

抗精神病薬誘発性糖代謝異常および
体重増加に関する薬理ゲノム研究

福井　直樹 精神科 520,000
独立行政法人日本
学術振興会
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肝内免疫監視不全の回復と抗体関連
型拒絶反応を応用した肝癌に対する
新規治療法の開発

山際　訓 消化器内科 2,600,000
独立行政法人日本
学術振興会

体外増幅自己赤芽球移植と自己骨髄
単核細胞移植による血管新生治療の
比較試験

小澤　拓也 循環器内科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯科治療「力」体感教育システムの開
発

藤井　規孝
歯学教育研究開
発学分野（歯科
総診）

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

脂質ラフトにおける神経極性決定シグ
ナル伝達制御機構の解明

本多　敦子 病理部 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

小児抗癌剤障害歯の長期保存の可能
性―歯根障害モデルを用いた予後の
解析―

三富　智恵
小児歯科・障が
い者歯科

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

ソブリヌス菌の遺伝子検査法の開発 金子　昇 予防歯科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

咽頭への味覚刺激がもたらす嚥下変
調効果を発達過程から解明する

中村　由紀
口腔リハビリテー
ション科

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯髄処置にて廃棄される神経幹細胞
からの神経再生の試み

澤味　規
小児歯科・障が
い者歯科

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

顎骨内応力解析を用いた成長シミュ
レーションによる顎変形症診断システ
ムの開発

齋藤　功 矯正歯科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

機械学習理論を実装した顎変形症診
断支援データベースシステムの開発と
その臨床応用

越知　佳奈子 矯正歯科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

バイオフィルム制御の概念転換の必要
性の提示とマトリックスを標的とした制
御戦略開発

竹中　彰治 歯の診療科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

間葉系幹細胞の移植後動態と骨再生
能の解析―骨髄と脂肪組織の比較―

小島　拓 口腔再建外科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

整数心拍数・呼吸数変動の非線形解
析によるICU入室患者の重症度と転帰
の判定

遠藤　裕 救急科 520,000
独立行政法人日本
学術振興会

μＣＴによるエナメル質・象牙質ＭＤ定
量解析シーズとなる新規ファントムの開
発

坂井　幸子（林
幸子）

小児歯科・障が
い者歯科

780,000
独立行政法人日本
学術振興会

ABO血液型不適合移植腎障害におけ
るADAMTS13、vWFと免疫学的順応

齋藤　和英 泌尿器科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

島状側頭筋移行術を用いた顔面神経
麻酔再建術における神経可塑性と神
経再支配機序

松田　健 形成・美容外科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

高速画像解析法による末梢神経損傷
後の脊髄後角可塑性変化の解析

馬場　洋 麻酔科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

泌尿器科癌におけるZFHX3/ATBF1
の機能解析と分子標的治療への応用

冨田　善彦 泌尿器科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

膵癌における光線力学診断を応用し
た化学療法効果予測法の開発

皆川　昌広 消化器外科 910,000
独立行政法人日本
学術振興会

A role of the endocannabinoid system 
in a favorable recovery profile after 
propofol anesthesia

ＰＥＴＲＥＮＫＯ
ＡＮＤＲＥＹ

麻酔科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

蛍光免疫組織化学を用いた大腸pSM
癌における簇出の生物学的評価及び
その意義

野上　仁 消化器外科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会
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ヒト神経障害性疼痛に神経炎症はある
のか？-in vivo神経イメージングでの検
討

倉田　行伸 麻酔科 780,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯科用コーンビームＣＴにおける指標
となる骨密度測定用ファントムの開発

青柳　裕仁
冠・ブリッジ診療
科

1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜上皮内癌における粘膜固有
層の癌間質としての機能解明

船山　昭典 口腔再建外科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

難聴モデルマウスを用いた聴覚野周波
数マップ可塑性の研究

窪田　和
耳鼻咽喉・頭頸
部外科

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

実験的根尖性歯周炎における血管新
生関連因子の局在および遺伝子発現
解析

山中　裕介 歯の診療科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

口腔機能改善と平衡機能を含む運動
器機能改善に関する無作為化比較試
験

宮崎　秀夫 予防歯科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

NK細胞に3種のシグナルを同時に伝
達する第3世代キメラ型人工受容体の
新規開発

吉田　咲子 小児科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

新規サイトカインIL-17Cから歯周炎病
態形成メカニズムを探る

伊藤　晴江 歯周病科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

エネルギー代謝調節遺伝子ＵＣＰの閉
経後女性歯周炎・糖尿病・肥満・骨粗
鬆症への関与

杉田　典子 歯周病科 3,250,000
独立行政法人日本
学術振興会

より均一な口腔粘膜上皮前駆／幹細
胞による凍結培養粘膜の開発

小山　貴寛 顎顔面口腔外科 2,080,000
独立行政法人日本
学術振興会

三叉神経神経障害性疼痛におけるマ
クロファージサブタイプin vivoイメージ
ング

照光　真 麻酔科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

体幹角度と食事姿勢が咀嚼時下顎・頭
部運動に及ぼす影響－高齢者の快適
な食事のために

佐藤　直子（五
十嵐直子）

義歯診療科 2,080,000
独立行政法人日本
学術振興会

レトロネーザルを応用した咽頭残留の
定量評価～咽頭残留に影響する因子
～

堀　一浩 義歯診療科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

リドカイン代謝産物の鎮痛機序の解明
と鎮痛薬としての可能性

古谷　健太 麻酔科 2,210,000
独立行政法人日本
学術振興会

緑内障患者の視覚的QOL維持のため
の形態・機能解析と個別化治療

福地　健郎 眼科 4,160,000
独立行政法人日本
学術振興会

大腸癌薬物療法抵抗性の分子機構に
おける転写メディエーターMED12異常
発現の解明

島田　能史 消化器外科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

オートファジーによる胸部外科疾患の
病態の理解と制御

土田　正則 呼吸器外科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

統合失調症多発罹患家系エクソーム
解析を起点とするリスク遺伝子確定と
死後脳発現解析

布川　綾子 精神科 2,210,000
独立行政法人日本
学術振興会

注意欠如・多動症の脳磁図研究―病
態解明から臨床検査へ

北村　秀明 精神科 3,250,000
独立行政法人日本
学術振興会

新規遺伝子変異によるIgA腎症病態モ
デル解析

後藤　眞 腎・膠原病内科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

免疫チェックポイント分子を標的とする
キメラ抗原受容体遺伝子導入T細胞の
新規開発

今村　勝 小児科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会
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自閉症スペクトラム障害の脳内ネット
ワークによる類型化および療育のオー
ダーメイド化

染矢　俊幸 精神科 910,000
独立行政法人日本
学術振興会

ヒト嚥下反射誘発および高次機能評価
システムの構築

井上　誠
口腔リハビリテー
ション科

1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

3次元口腔粘膜モデルを用いた分子・
細胞レベルでの義歯床下骨吸収メカニ
ズムの検証

塩見　晶
歯学教育研究開
発学分野（歯科
総診）

1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

咀嚼嚥下動態評価による安全な介護
食の開発

藤原　茂弘 義歯診療科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

摂食嚥下障害の評価へ向けた超音波
検査による顎口腔領域サルコぺニア指
標の確立

池　真樹子 歯科放射線科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

骨髄細胞の機能を介した局所の破骨
細胞分化制御機構の探索

長澤　麻沙子
冠・ブリッジ診療
科

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

統合失調症罹患同胞対のエクソーム
解析を基盤としたリスク変異の確定

保谷　智史 精神科 2,990,000
独立行政法人日本
学術振興会

肺扁平上皮癌におけるグルタミン代謝
依存性の解析と治療法の開発

佐藤　征二郎 呼吸器外科 780,000
独立行政法人日本
学術振興会

舌機能障害が嚥下に及ぼす影響 辻村　恭憲
口腔リハビリテー
ション科

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

毛髪の角化機構の解明 藤川　大基 皮膚科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

新規イオンチャネルTRPV1が歯周炎病
態形成に及ぼす影響

高橋　直紀 歯周病科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

初期成年期及び成年期の歯の喪失に
影響を与える要因の解析と歯科保健プ
ログラムの構築

米澤　大輔
福祉学（お口の
健康室）

390,000
独立行政法人日本
学術振興会

メカニカルストレスを利用した高機能化
歯根膜細胞シートの開発

加来　咲子
歯学教育研究開
発学分野（歯科
総診）

130,000
独立行政法人日本
学術振興会

血管の早期新生によって移植細胞の
生着を促進する骨増成法の開発

Ｒｏｓａｌｅｓ　Ｍａｒ
ｃｅｌｏ

冠・ブリッジ診療
科

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

移植ドナー肺における常温生体外肺
還流中のストレス負荷による新しい肺
評価法の探求

小池　輝元 呼吸器外科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

嗅神経細胞再生におけるPSD-
95(Dlg4)の役割の解析

石岡　孝二郎
耳鼻咽喉・頭頸
部外科

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

抗MICA抗体による抗体関連型拒絶反
応を応用した肝細胞癌に対する新規
治療法の開発

上村　博輝 消化器内科 910,000
独立行政法人日本
学術振興会

自己免疫性辺縁系脳炎との関連から
治療抵抗性統合失調症の病態解明と
治療の確立に迫る

斎藤　摩美 精神科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

ヒト悪性腫瘍を対象としたリボソーム遺
伝子変異解析

大橋　瑠子 病理部 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

新規ハイドロダイナミック遺伝子導入シ
ステムによる遺伝子治療の前臨床研究

上村　顕也 消化器内科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

有限要素法を用いた顎矯正手術後の
顎骨内応力解析による術後変化予測
とその臨床応用

丹原　惇 矯正歯科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会
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嚥下反射を修飾する咽頭・喉頭感覚の
検討

高辻　華子 矯正歯科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

介護保険施設における口腔機能維持
管理と栄養管理との連携による社会経
済効果分析

大内　章嗣
福祉学（お口の
健康室）

910,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯周病原細菌感染の関節リウマチ自
己免疫応答に与える影響に関する研
究

岡田　萌 歯周病科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

病態可視化マウスを用いた新規歯周
病病因論の探索

山崎　和久
口腔保健学（お
口の健康室）

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

リウマチ併発歯周炎患者のJAK分子標
的･抗菌療法と機能検証

吉江　弘正 歯周病科 650,000
独立行政法人日本
学術振興会

舌エコーで舌初期癌の治療戦略を変
える

林　孝文 歯科放射線科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

幹細胞の分化制御を指向した高架橋
コラーゲン･スキャフォールドの開発

加来　賢
冠・ブリッジ診療
科

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

脳、脊髄でのアセトアミノフェンの機序
解明と最適な使用法の検討

河野　達郎 麻酔科 2,210,000
独立行政法人日本
学術振興会

腫瘍内不均一性に基づいた抗がん剤
耐性機構の打破

榎本　隆之 産科婦人科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

角化におけるミトコンドリアの役割 阿部　理一郎 皮膚科 3,640,000
独立行政法人日本
学術振興会

毛髪特異的なCreマウスの作製 下村　裕 皮膚科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

ヒト誘導性細気管支前駆細胞（ｉＢＰ細
胞）の創製

菊地　利明
呼吸器・感染症
内科

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

胚盤胞補完法を用いたin vivo肺再生 西條　康夫 腫瘍内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

移植治療用細胞の遺伝的不安定性の
指標となるマーカーの探索

奥田　一博 歯周病科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

実験老化モデルを基盤とした加齢関連
因子の臨床的検証

南野　徹 循環器内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

パーキンソン病患者の嚥下障害定量
評価システムの構築

小野　高裕 義歯診療科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

xeno-freeヒトiPS細胞樹立のための高
機能歯髄由来feeder細胞の開発

齊藤　一誠
小児歯科・障が
い者歯科

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

腎臓病患者におけるiPS細胞由来腎糸
球体上皮細胞の機能解析と病態解明

成田　一衛 腎・膠原病内科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

遺伝性乳癌卵巣癌（HBOC）における
脳転移関連分子の同定

関根　正幸 産科婦人科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

健康食品と既存の医薬品併用による
骨代謝改善の可能性

魚島　勝美
冠・ブリッジ診療
科

910,000
独立行政法人日本
学術振興会

末梢神経損傷による骨破壊現象の物
質基盤の解明

瀬尾　憲司 歯科麻酔科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会
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M2型ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞを介した慢性腎疾患
（CKD）進展機序の解明と制御法の確
立

池住　洋平 小児科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

統合失調症罹患同胞対・両親の全エク
ソン解析に基づく稀なリスク変異の同
定

渡部　雄一郎
魚沼地域医療教
育センター

1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

吸入GM-CSFは肺胞蛋白症病変をど
のように改善するか

田澤　立之
生命科学医療セ
ンター

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

抗インターフェロンγ自己抗体の臨床
的意義-新たな後天性免疫不全の概
念として-

長谷川　隆志 医科総合診療部 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

心不全における臨床的カルシウム過負
荷の評価

柏村　健 循環器内科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

皮膚筋炎に伴う難治性急速進行性間
質性肺炎における抗CADM-140抗体
の役割

高田　俊範
魚沼地域医療教
育センター

780,000
独立行政法人日本
学術振興会

高機能シミュレーターによる新しい新
生児蘇生教育プログラムの開発

和田　雅樹
魚沼地域医療教
育センター

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

NASHの病態におけるNrf2とミトコンドリ
ア異常の関与メカニズムの解明

川合　弘一 消化器内科 520,000
独立行政法人日本
学術振興会

３次元線量分布解析システムを用いた
金属修復物とスペーサーの線量分布
への影響の解明

勝良　剛詞 歯科放射線科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

血管安定化タンパクAng1を介した脳梗
塞の血管保護療法確立に関する研究

高橋　哲哉 神経内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

重症多形滲出性紅斑に関する調査研
究

阿部　理一郎 皮膚科 735,000 厚生労働省

次世代シークエンサーによる肺胞蛋白
症重症化の分子機構の解明

中田　光
生命科学医療セ
ンター

9,360,000
独立行政法人日本
学術振興会

遺伝子診断に基づく不整脈疾患群の
病態解明および診断基準・重症度分
類・ガイドライン作成に関する研究

渡部　裕 循環器内科 150,000 厚生労働省

子宮頸がんワクチンの有効性と安全性
の評価に関する疫学研究

榎本　隆之 産科婦人科 1,000,000 厚生労働省

難治性腎疾患に関する調査研究 成田　一衛 腎・膠原病内科 500,000 厚生労働省

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究 遠藤　直人 整形外科 300,000 厚生労働省

小児期からの希少難治性消化管疾患
の移行期を包含するガイドラインの確
立に関する研究

窪田　正幸 小児外科 100,000 厚生労働省

先天性難治性稀少泌尿生殖器疾患群
(総排泄腔遺残、総排泄腔外販、
MRKH症候群）におけるスムーズな成

窪田　正幸 小児外科 17,224,000 厚生労働省

皮膚の遺伝関連性希少難治性疾患群
の網羅的研究

下村　裕 皮膚科 1,200,000 厚生労働省

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患
における包括的な診断・治療ガイドライ
ン作成に関する研究

窪田　正幸 小児外科 120,000 厚生労働省

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研
究

下村　裕 皮膚科 450,000 厚生労働省
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膵癌におけるBudding cancer cellの新
たな生物学的評価法の確立

滝沢　一泰 消化器外科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

消化管間質腫瘍の発生部位と予後に
関わる遺伝子の解析

石川　卓
医療情報部（消
外）

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

食道癌術前補助化学療法抵抗性の分
子機構における酸化ストレス系シグナ
ル異常の解明

小杉　伸一
魚沼地域医療教
育センター

2,600,000
独立行政法人日本
学術振興会

単純型統合失調症をプロトタイプとした
青年期認知機能障害の病態解明と治
療法の確立

鈴木　雄太郎 精神科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

児童・思春期ADHD治療薬誘発性QT
延長症候群発症予測マーカーの探索

須貝　拓朗 精神科 2,210,000
独立行政法人日本
学術振興会

肺MAC症の重症化・致死化と鉄代謝
異常との関連～新規治療法の開発に
向けて

茂呂　寛 検査部 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

顆粒球系細胞をターゲットとした中枢
神経系脱髄疾患の疾患制御と生物学
的意義の解明

河内　泉 神経内科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

新規骨粗鬆症治療薬デノスマブによる
冠動脈石灰化抑制効果の検討

廣野　暁
魚沼地域医療教
育センター

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

オンラインによる元素分析受付システ
ムの確立

森山　寛史
呼吸器・感染症
内科

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

ドライシンドロームの有症率および原因
探索に関する研究

伊藤　加代子
口腔リハビリテー
ション科

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

骨格筋由来生理活性因子(マイオカイ
ン)BDNFによる肥満・糖尿病の予防・
治療

羽入　修
内分泌・代謝内
科

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

障害に応じた歯科的対応法の確立～
心身障害児の心理的ストレス定量化を
通して～

佐野　富子
小児歯科・障が
い者歯科

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

口蓋裂患者に対する上顎前方移動術
後の鼻咽腔閉鎖機能予後総合評価シ
ステムの確立

朝日藤　寿一 矯正歯科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

在宅診療にも応用できる，難症例に対
する簡便な全部床義歯製作システムの
確立

金田　恒 義歯診療科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

舌神経断裂後の味覚受容機構の回復
過程の解析

吉川　博之 歯科麻酔科 650,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯髄創傷治癒・再生のためのα-SMA
陽性線維芽細胞を軸とした多角的アプ
ローチ

吉羽　永子 歯の診療科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

機能性食品による骨強化作用の生物
学的検討～骨粗鬆症患者へのインプ
ラント治療～

秋葉　奈美
冠・ブリッジ診療
科

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

骨軟部肉腫における腫瘍特異的融合
遺伝子を標的とした血中循環微量腫
瘍細胞の検出

堀田　哲夫 手術部 780,000
独立行政法人日本
学術振興会

一酸化炭素中毒治療標準化のための
新規ＭＲＩ技術を用いた遅発性脳症発
症要因の解明

寺島　健史
魚沼地域医療教
育センター

1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

慢性膵炎に対する自家膵島移植を併
用した膵切除に関する研究

小林　隆 小児外科 650,000
独立行政法人日本
学術振興会

先進的三次元工学技術を基盤とした
微小解剖ライブラリーを完成させる

高尾　哲郎
高次救命災害治
療センター（脳
外）

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会
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胃癌の浸潤・転移能に関与する脂質メ
ディエーター分子制御機構の解明およ
び臨床的意義

羽入　隆晃
物流センター（消
外）

1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

小児脳幹グリオーマの新規治療法開
発:ラットモデルによる脳幹部へのCED
法の研究

吉村　淳一 脳神経外科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

蛋白結合尿毒素物質のHDL機能への
作用と治療―腎臓病による動脈硬化を
予防する―

山本　卓 腎・膠原病内科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

小児バセドウ病に対するコレステロー
ル吸収阻害剤併用療法の多施設ラン
ダム化比較試験

長崎　啓祐 小児科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

新規血管老化関連分子による老化制
御メカニズムの解明

須田　将吉 循環器内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

化学療法後の免疫再構成を利用した
進行期肺癌に対する新規免疫療法の
開発

渡部　聡
呼吸器・感染症
内科

1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

高齢心不全患者の歩行機能と筋機能
に関する研究

小幡　裕明 循環器内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

生理的凝固阻止因子および炎症・老
化の抗凝固療法に与える影響の解明

和泉　大輔 循環器内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

糖鎖の制御による炎症性腸疾患の粘
膜治癒促進治療

鈴木　健司 消化器内科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

肝幹前駆細胞マーカー陽性肝細胞癌
の生物学的悪性度を規定する因子の
解明

土屋　淳紀 消化器内科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

自発性異常味覚の評価にマグネシウ
ムは応用できるか？

船山　さおり 予防歯科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

ピエゾセンサーを用いた嚥下機能評価
の臨床応用

木村　慎二
総合リハビリテー
ションセンター

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

シトルリン化プロファイルによる歯周炎
とリウマチの共通発症メカニズムの解明

小林　哲夫 歯科総合診療部 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

スケーリング後の菌血症が生体応答に
及ぼす影響と光エネルギー応用の効
果

両角　俊哉 歯周病科 2,600,000
独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜上皮前駆／幹細胞による粘
膜再生機構の解明―血管新生の意義
―

芳澤　享子 口腔再建外科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

意図的歯根切除と抗菌性薬剤が歯の
再植後の歯髄・歯根膜治癒過程に及
ぼす影響について

大島　邦子
小児歯科・障が
い者歯科

1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

多機能性エピジェネティクス低分子化
合物を用いた骨増成機構への多面的
アプローチ

秋葉　陽介
冠・ブリッジ診療
科

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

培養骨膜細胞が再生骨にもたらす骨
代謝促進の３Ｄ－ＣＴ精密画像解析に
よる質的検出

星名　秀行
インプラント治療
部

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

加齢性難聴発症の病態解明―脳血管
障害との関係についての研究

森田　由香
耳鼻咽喉・頭頸
部外科

1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

μＣＴによるエナメル質・象牙質ＭＤ定
量解析シーズとなる新規ファントムの開
発

坂井　幸子（林
幸子）

小児歯科・障が
い者歯科

780,000
独立行政法人日本
学術振興会

脊髄前角運動ニューロンにおける麻酔
薬の作用と神経保護効果の検討

本田　博之 集中治療部 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会
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超音波診断装置を用いた咀嚼筋の硬
さの定量的評価方法の確立

高嶋　真樹子 顎関節治療部 650,000
独立行政法人日本
学術振興会

実験的歯髄炎におけるトランスポー
ターを介したプロスタグランジンE2輸送
機構の解析

大倉　直人 歯の診療科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

抜歯窩の骨の治癒に影響する骨代謝
因子の解明　－インプラント植立時期
の指標策定へ－

三上　絵美 義歯診療科 910,000
独立行政法人日本
学術振興会

フラビン蛋白蛍光イメージングによる両
耳分離補聴の検討

大島　伸介
耳鼻咽喉・頭頸
部外科

650,000
独立行政法人日本
学術振興会

「周波数選択性」とAuditory 
Neuropathyにおける語音聴取能低下

泉　修司
耳鼻咽喉・頭頸
部外科

130,000
独立行政法人日本
学術振興会

脂質メディエーターを介した癌と宿主
の相互作用による乳癌の浸潤・転移機
序の解明

永橋　昌幸 消化器外科 10,660,000
独立行政法人日本
学術振興会

胸膜中皮腫における新規バイオマー
カーの検討と早期診断への臨床応用

岡島　正明
総合臨床研修セ
ンター（呼感）

1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯周炎組織中におけるアルツハイマー
病原因分子のネットワーク解析

久保田　健彦 歯周病科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

補綴物を含めた咬合が冠動脈性心疾
患・脳血管疾患の発症および原因死
に与える影響

山賀　孝之 予防歯科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

mTOR阻害剤による口内炎の発症機
序の解明

北村　信隆
プロトコールデー
タセンター

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

次世代型標的遺伝子破壊法
CRISPR/Cas9システムの歯学領域へ
の応用

鹿児島　暁子
小児歯科・障が
い者歯科

2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

p53ノックアウトマウス人工授精凍結胚
を用いた口蓋裂発生メカニズムの解析

児玉　泰光 顎顔面口腔外科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

上顎骨移動術が鼻腔形態ならびに鼻
腔通気度に及ぼす影響を解明する

長谷　部大地 口腔再建外科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

自家ラット臼歯歯髄幹細胞を用いた歯
髄組織再生法の確立

金子　友厚 歯の診療科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯科用CBCT像上の顎骨と頸椎の骨
梁構造変化を指標とした新規骨粗鬆
症診断法の開発

田中　みか子 義歯診療科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

唾液腺腫瘍の低酸素レベル細胞外環
境におけるエネルギー代謝調節機構

丸山　智
顎顔面口腔外科
（病理）

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

高齢者における非生理的咬耗の治療
基準策定のための象牙質損耗量の測
定と治療予後評価

石崎　裕子 歯科総合診療部 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

ミュラー管由来類内膜腺癌の分子生物
学的特徴解明と発生起源鑑別法の確
立

山口　雅幸
総合周産期母子
医療センター（産
科）

2,080,000
独立行政法人日本
学術振興会

カテゴリー知覚を用いた聴覚時間分解
能検査器の開発

相澤　直孝
魚沼地域医療教
育センター

2,990,000
独立行政法人日本
学術振興会

CDK4を標的とした骨軟部腫瘍の新規
治療法の開発

生越　章
魚沼地域医療教
育センター

2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

エダラボンによる脊髄損傷の新規治療
法の開発

石井　秀明 麻酔科 3,380,000
独立行政法人日本
学術振興会
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てんかん焦点同定のための高精度術
前評価法の開発-高密度脳波での高
周波律動の解析－

平石　哲也 脳神経外科 2,210,000
独立行政法人日本
学術振興会

脊髄前角運動ニューロンに対する活性
酸素の作用機序解明と新規脊髄保護
療法の開発

大橋　正幸 整形外科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

毛包内毛根鞘の分化における
keratin71の役割の解明

藤本　篤 皮膚科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

拡張不確かさ解析を用いたセットアッ
プマージン評価モデル及び照合デー
タベースの開発

棚邊　哲史 放射線科 2,470,000
独立行政法人日本
学術振興会

関節リウマチにおけるhepcidinの動態と
骨粗鬆症に関する臨床的解析

佐藤　弘恵 腎・膠原病内科 2,340,000
独立行政法人日本
学術振興会

シクロスポリン腎症の病態解明と早期
診断を目的としたバイオマーカーの開
発

山田　剛史 小児科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

慢性期脳梗塞治療戦略としてのミクロ
グリア細胞移植療法の確立

金澤　雅人 神経内科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

SOCS1/3欠失マウスで増加する特異
なT細胞分画が移植片対宿主病に及
ぼす役割

牛木　隆志
生命科学医療セ
ンター

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

二段階口蓋形成法における早期硬口
蓋閉鎖の有用性：音声言語と音響特性
による言語成績

大湊　麗 言語治療室 3,120,000
独立行政法人日本
学術振興会

難治性不整脈症候群におけるゲノム上
の非翻訳領域の役割と機序の解明

八木原　伸江 循環器内科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

p53ノックアウト口唇口蓋裂感受性マウ
スを用いた口蓋裂発生メカニズムの解
明

西川　敦 顎顔面口腔外科 1,690,000
独立行政法人日本
学術振興会

薬剤性歯肉増殖症における病態ネット
ワーク解析

清水　太郎
インプラント治療
部

1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

咽頭電気刺激の嚥下誘発効果と神経・
筋機構の解明

真柄　仁
摂食・嚥下機能
回復部

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜で癌特性を司るケラチン17：
mTORシグナル経路を介した発癌機構
の解析

三上　俊彦 口腔再建外科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

エピジェネティックスから探る口唇・口
蓋の発生分子機構

川崎　真依子
冠・ブリッジ診療
科

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

在宅療養患者の咀嚼機能向上に寄与
する，食支援のための簡便な食事姿勢
探索法の確立

昆　はるか 義歯診療科 780,000
独立行政法人日本
学術振興会

麻薬性鎮痛薬の急性耐性における5－
HT3受容体の関与メカニズムの解明

種岡　美紀 麻酔科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

経角膜電気刺激治療の他覚的および
定量的治療評価方法の確立

畑瀬　哲尚 眼科 260,000
独立行政法人日本
学術振興会

ボリノスタットによるオートファジー誘導
とMGMT抑制効果に関する研究

小倉　良介 脳神経外科 1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

脊髄後角における神経ステロイドによ
る痛覚伝達制御の解明

山本　豪 麻酔科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

NK細胞へのIL-21遺伝子導入： 新た
な細胞療法の開発

高地　貴行 小児科 780,000
独立行政法人日本
学術振興会
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血管内皮増殖因子は末梢神経損傷後
の神経再生に関与するか

金丸　博子（塚
田博子）

歯科麻酔科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

抗菌成分作用後のストレス反応による
バイオフィルム再形成促進因子の解明

大墨　竜也 歯の診療科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

骨膜シートの骨髄細胞局所誘導能の
増強は骨再生効果の飛躍的向上につ
ながる

上松　晃也 顎顔面口腔外科 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯周病原細菌による腸管dysbiosisと動
脈硬化との関連解明

宮沢　春菜 歯周病科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

TDP-43異常を伴うALS病態モデルの
確立

須貝　章弘
魚沼地域医療教
育センター

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

多血小板フィブリンによるヒト培養骨膜
シートの骨再生促進効果の検討

堀水　慎 歯周病科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

うつ病モデルラットを用いた疼痛性障
害発症の解明

高橋　功次朗 矯正歯科 1,300,000
独立行政法人日本
学術振興会

メタボローム解析による乳癌代謝動態
に関与する脂質メディエーター分子機
構の解明

永橋　昌幸 消化器外科 1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

カルシウム感受性蛍光タンパクを用い
たスライス及びin vivo脊髄イメージング

紙谷　義孝
魚沼地域医療教
育センター

1,820,000
独立行政法人日本
学術振興会

メタボリックシンドローム有病者におけ
る歯周病と認知症の関連

皆川　久美子 予防歯科 1,040,000
独立行政法人日本
学術振興会

肺胞蛋白症の発症機序を説明する数
学モデルの構築とその検証

中田　光
生命科学医療セ
ンター

1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

歯周病原細菌感染に対するビタミンＤ
による新規の予防・治療効果の検討

野中　由香莉 歯周病科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

加齢に伴う三叉神経領域における異
常疼痛の発現機序の解明

大竹　正紀 矯正歯科 1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

加熱による非侵襲的なデンタルインプ
ラント除去法の確立

河村　篤志 顎関節治療部 2,080,000
独立行政法人日本
学術振興会

培養骨膜細胞による骨代謝活性促進
効果の臨床的有効性の検証

小川　信
インプラント治療
部

1,560,000
独立行政法人日本
学術振興会

ホールマウント標本による末梢神経再
生の観察

親松　宏 形成・美容外科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤界面における
細胞競合現象のプロテオーム解析

阿部　達也 病理検査室 1,430,000
独立行政法人日本
学術振興会

前立腺組織内アンドロゲン環境の変化
に適応したアンドロゲン受容体活性化
機構の解明

瀧澤　逸大 泌尿器科 1,950,000
独立行政法人日本
学術振興会

卵巣がん・子宮体がん幹細胞のがん腫
特異的制御機構の解明

石黒　竜也
総合周産期母子
医療センター（産
科）

1,170,000
独立行政法人日本
学術振興会

フラビン蛋白蛍光イメージング法を用
いた疼痛評価系の確立

渡部　達範 麻酔科 2,600,000
独立行政法人日本
学術振興会

腎血管内皮細胞と赤血球における血
液型糖鎖抗原の特異性の解析と移植
への応用

田崎　正行 泌尿器科 2,080,000
独立行政法人日本
学術振興会
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　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1
Shimizu I, Yoshida Y, 
Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Division of Molecular Aging 
and Cell Biology, Niigata 
University Graduate School 
of Medical and Dental 
Sciences

Pathological role of adipose 
tissue dysfunction in 
cardio-metabolic disorders.

Int Heart J 
2015; 56: 
255-259.

2 Shimizu I, Walsh K.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Division of Molecular Aging 
and Cell Biology, Niigata 
University Graduate School 
of Medical and Dental 
Sciences

Whitening of brown fat and 
implications for weight 
management in obesity.

Curr Obes Rep 
2015; 4: 224-
229

3
Yoshida Y, Shimizu I, 
Katsuumi G, Jiao S, Suda 
M, Hayashi Y, Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Division of Molecular Aging 
and Cell Biology, Niigata 
University Graduate School 
of Medical and Dental 
Sciences

p53-induced inflammation 
exacerbates cardiac 
dysfunction during pressure 
overload.

J Mol Cell 
Cardiol 2015; 
85: 183-198.

4
Yoshida Y, Shimizu I, 
Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Division of Molecular Aging 
and Cell Biology, Niigata 
University Graduate School 
of Medical and Dental 
Sciences

The pathological role of 
adipose tissue aging in the 
progression of systemic 
insulin resistance.

Inflammation 
and 
regeneration 
2015; 35: 
178-184.

5
Shimizu I, Yoshida Y, 
Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Division of Molecular Aging 
and Cell Biology, Niigata 
University Graduate School 
of Medical and Dental 
Sciences

Maintenance of subcutaneous 
fat homeostasis improves 
systemic metabolic 
dysfunction in obesity.

Diabetes 
2015; 64: 
3984-3986

6

Nagao S, Watanabe H, 
Sobue Y, Kodama M, Tanaka 
J, Tanabe N, Suzuki E, 
Narita I, Watanabe E, 
Aizawa Y, Minamino T.

Division of Cardiology, 
Niigata University Hospital

Electrocardiographic 
abnormalities and risk of 
developing cardiac events in 
extracardiac sarcoidosis.

Int J Cardiol 
2015; 189: 1-
5.

小計6件
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7

Iijima K, Chinushi M, 
Saitoh O, Hasegawa K, 
Sonoda K, Yagihara N, 
Sato A, Izumi D, Watanabe 
H, Furushima H, Aizawa Y, 
Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Frequency characteristics 
and associations with the 
defibrillation threshold of 
ventricular fibrillation in 
patients with implantable 
cardioverter defibrillators.

Intern Med 
2015; 54: 
1175-1182

8
Watanabe T, Kashimura T, 
Obata H, Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Cibenzoline Abolished Pulsus 
Alternans in a HOCM Patient.

Intern med 
2015; 54: 
2273

9

Ohno Y, Hanawa H, Jiao S, 
Hayashi Y, Yoshida K, 
Suzuki T, Kashimura T, 
Obata H, Tanaka K, 
Watanabe T and Minamino 
T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Liver congestion in heart 
failure contributes to 
inappropriately increased 
serum hepcidin despite 
anemia.

Tohoku J Exp 
Med 2015; 
235: 69-79.

10

Hayashi Y, Hanawa H, Jiao 
S, Hasegawa G, Ohno Y, 
Yoshida K, Suzuki T, 
Kashimura T, Obata H, 
Tanaka K, Watanabe T and 
Minamino T.

Department of Cardiovascular 
Biology and Medicine, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Elevated Endomyocardial 
Biopsy Macrophage-Related 
Markers in Intractable 
Myocardial Diseases.

Inflammation 
2015; 38: 
2288-2299.

11
Fujihara, Kazuya; Hanyu, 
Osamu; Heianza, Yoriko; 
et al.

Niigata University Faculty 
of Medicine

Comparison of clinical 
characteristics in patients 
with type2 diabetes among 
whom different 
antihyperglycemic agents 
were prescribed as 
monotherapy or combination 
therapy by diabetes 
specialists.

J Diabet 
Invest. 
7(2):260-9, 
2016

12

Heianza Y, Hara S, Saito 
K, Tsuji H, Tanaka S, 
Kodama S, Kobayashi T, 
Arase Y, Sone H.

Department of Internal 
Medicine, Niigata University 
Faculty of Medicine

Assessment of Kidney 
Dysfunction with Cystatin C- 
and Creatinine-based 
Estimated Glomerular 
Filtration Rate and 
Predicting Type 2 Diabetes: 
Toranomon Hospital Health 
Management Center Study 21.

Diabetes Res 
Clin 
Pract.2016 
Mar;113:60-8. 

13

Kawamoto K, Miyoshi H, 
Yoshida N, Nakamura N, 
Ohshima K, Sone H, 
Takizawa J.

Department of Hematology, 
Endocrinology and 
Metabolism, Faculty of 
Medicine, Niigata University

MYC translocation and/or 
BCL2 protein expression are 
associated with poor 
prognosis in diffuse large 
B-cell lymphoma. 

Cancer Sci. 
2016 
Jun;107(6):85
3-61. 

小計7件



14
Sone H, Nakagami T, 
Nishimura R, et al. 

Department of Internal 
Medicine, Niigata University 
Faculty of Medicine

Comparison of lipid 
parameters to predict 
cardiovascular events in 
Japanese mild-to-moderate 
hypercholesterolemic 
patients with and without 
type 2 diabetes: Subanalysis 
of MEGA study

Diabetes Res 
Clin Pract. 
113:14-22, 
2016

15

Ishiguro H, Kodama S, 
Horikawa C, Fujihara K, 
Hirose AS, Hirasawa R, 
Yachi Y, Ohara N, Shimano 
H, Hanyu O, Sone H.

Department of Hematology, 
Endocrinology and 
Metabolism, Faculty of 
Medicine, Niigata University

In Search of the Ideal 
Resistance Training Program 
to Improve Glycemic Control 
and its Indication for 
Patients with Type 2 
Diabetes Mellitus: A 
Systematic Review and Meta-
Analysis.

Sports Med. 
46(1):67-77, 
2016

16

Kodama S, Fujihara K, 
Ishiguro H, Horikawa C, 
OharaN, Yachi Y, Tanaka 
S, Shimano H, Kato K, 
Hanyu O, Sone H.

Department of Laboratory 
Medicine and Clinical 
Epidemiology for Prevention 
of Noncommunicable Diseases, 
Niigata University Faculty 
of Medicine

Meta-analytic research on 
the relationship between 
cumulative risk alleles and 
risk of type 2 diabetes 
mellitus.

Diabet Metab 
Res Rev. 32: 
178-86,  2106

17

Fujihara K, Hanyu O, 
Heianza Y, Suzuki A, 
Yamada T, Yokoyama H, 
Tanaka S, Yagyu H, 
Shimano H, Kashiwagi A, 
Yamazaki K, Kawai K, Sone 
H. 

Niigata University Faculty 
of Medicine

Comparison of clinical 
characteristics in patients 
with type 2 diabetes among 
whom different 
antihyperglycemic agents 
were prescribed as 
monotherapy or combination 
therapy by diabetes 
specialists (JDDM 35)

J Diabetes 
Investig. 
2016 
Mar;7(2):260-
9. 

18

Kawamoto K, Shibasaki Y, 
Sato S, Nemoto H, 
Takizawa J, Narita M, 
Tsuchida M, Sone H, 
Masuko M.

Department of Hematology, 
Endocrinology and 
Metabolism, Faculty of 
Medicine, Niigata University

Fatal tracheal aspergillosis 
during rituximab combined 
chemotherapy for diffuse 
large B-cell lymphoma that 
developed after lung 
transplantation. 

Transpl 
Infect Dis. 
17: 872-5, 
2015

19

Shibasaki Y, Seki Y, 
Tanaka T, Miyakoshi S, 
Fuse K, Kozakai T, 
Kobayashi H, Ushiki T, 
Abe T, Yano T, Moriyama 
M, Kuroha T, Isahai N, 
Takizawa J, Narita M, 
Koyama S, Furukawa T, 
Sone H, Masuko M.

Department of Stem Cell 
Transplantation, Niigata 
University Medical and 
Dental Hospital

The association of level of 
reduction of Wilms' tumor 
gene 1 mRNA transcript in 
bone marrow and outcome in 
acute myeloid leukemia 
patients.

Leuk Res. 
39(6):667-71, 
2015

小計6件



20

Heianza Y, Arase Y, 
Kodama S, Tsuji H, Tanaka 
S, Saito K, Hara S, Sone 
H. 

Department of Internal 
Medicine, Niigata University 
Faculty of Medicine

Trajectory of Body Mass 
Index Before the Development 
of Type 2 Diabetes in 
Japanese Men: Toranomon 
Hospital Health Management 
Center Study 15 (TOPICS 15)

J Diabet 
Invest. 
6(3):289-94, 
2015

21

Heianza Y, Kato K, Kodama 
S, Ohara N, Suzuki A, 
Tanaka S, Hanyu O, Sato 
K, Sone H.

Department of Internal 
Medicine, Niigata University 
Faculty of Medicine

Risk of the Development of 
Type 2 Diabetes in Relation 
to Overall Obesity, 
Abdominal Obesity and the 
Clustering of Metabolic 
Abnormalities in Japanese 
Individuals—Does 
Metabolically Healthy 
Overweight Really Exist?: 
Niigata Wellness Study.

Diabet Med. 
32(5):665-72, 
2015

22

Heianza Y, Arase Y, 
Kodama S, Hsieh SD, Tsuji 
H, Saito K, Hara S, Sone 
H.

Department of Internal 
Medicine, Niigata University 
Faculty of Medicine

Fasting glucose and HbA1c 
levels as risk factors for 
the development of 
hypertension in Japanese 
individuals: Toranomon 
hospital health management 
center study 16 (TOPICS 16). 

J Hum 
Hypertens. 
29(4):254-9, 
2015

23

Fujihara K, Suzuki H, 
Sato A, Kodama S, Heianza 
Y, Saito K, Iwasaki H, 
Kobayashi K, Yatoh S, 
Takahashi A, Yahagi N, 
Yagyu H, Sone H, Shimano 
H.

Niigata University Faculty 
of Medicine

Circulating malondialdehyde-
modified LDL-related 
variables and coronary 
artery stenosis in 
asymptomatic patients with 
type 2 diabetes. 

J Diabet Res. 
507245, 2015

24

Fuse K, Matsuyama Y, 
Moriyama M, Miyakoshi S, 
Shibasaki Y, Takizawa J, 
Furukawa T, Fuse I, 
Matsumura H, Uchida S, 
Takahashi Y, Kamimura K, 
Abe H, Suda T, Aoyagi Y, 
Sone H, Masuko M. 

Department of Hematology, 
Endocrinology and Metabolism 
Niigata University Faculty 
of Medicine

Late Onset Post-Transfusion 
Hepatitis E Developing 
during Chemotherapy for 
Acute Promyelocytic 
Leukemia.

Intern Med. 
54(6):657-61, 
2015

25
Heiaza Y, Arase Y, Kodama 
S, Tsuji H, Fujihara K, 
Saito K, Hara S, Sone H.

Department of Internal 
Medicine, Niigata University 
Faculty of Medicine

Simple Self-Reported 
Behavioral or Psychological 
Characteristics as Risk 
Factors for Future Type 2 
Diabetes in Japanese 
Individuals: Toranomon 
Hospital Health Management 
Center Study 14.

J Diabet 
Invest. 
6(2):236-41, 
2015

小計6件



26

Hirofumi Watanabe, Shin 
Goto, Akinori Miyashita, 
Hiroki Maruyama, Minako 
Wakasugi, Akio Yokoseki, 
Ryozo Kuwano, Ichiei 
Narita

Division of Clinical 
Nephrology and Rheumatology, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Role of the p.E66Q variant 
of GLA in the progression of 
chronic kidney disease

Clinical and 
Experimental 
Nephrology 
19(2): 225-
230, 2015

27

Hiroe Sato, Miho Onozuka, 
Akiko Hagiya, Shiho 
Hoshino, Ichiei Narita, 
Toshio Uchiumi

Division of Clinical 
Nephrology and Rheumatology, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Characterization of anti-P 
monoclonal antibodies 
directed against the 
ribosomal protein-RNA 
complex antigen and produced 
using Murphy Roths large 
autoimmune-prone mice

Clinical & 
Experimental 
Immunology 
179(2): 236-
244, 2015

28
Minako Wakasugi, Koji 
Matsuo, Junichiro James 
Kazama, Ichiei Narita

Center for Inter-organ 
Communication Research, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Science, Niigata

Higher mortality due to 
intracerebral hemorrhage in 
dialysis patients: a 
comparison with the general 
population in Japan

Therapeutic 
Apheresis and 
Dialysis 
19(1): 45-49, 
2015

29
Minako Wakasugi, 
Junichiro James Kazama, 
Ichiei Narita

Center for Inter-organ 
Communication Research, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Science, Niigata

Anticipated increase in the 
number of patients who 
require dialysis treatment 
among the aging population 
of Japan

Therapeutic 
Apheresis and 
Dialysis 
19(3): 201-
206, 2015

30

Atsushi Eino, Shun 
Kageyama, Takefumi 
Uemura, Hiromichi Annoh, 
Tetsuya Saito, Ichiei 
Narita, Satoshi Waguri, 
Masaaki Komatsu

Department of Biochemistry, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Sqstm1-GFP knock-in mice 
reveal dynamic actions of 
Sqstm1 during autophagy and 
under stress conditions in 
living cells

Journal of 
Cell Science 
128(23): 
4453-4461, 
2015

31

Suguru Yamamoto, 
Junichiro James Kazama, 
Kentaro Omori, Koji 
Matsuo,
Yoshimitsu Takahashi, 
Kazuko Kawamura, Takayuki 
Matsuto, Hiroshi 
Watanabe, Toru Maruyama, 
Ichiei Narita

Division of Clinical 
Nephrology and Rheumatology, 
Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental 
Sciences

Continuous Reduction of 
Protein-Bound Uraemic Toxins 
with Improved Oxidative 
Stress by Using the Oral 
Charcoal Adsorbent AST-120 
in Haemodialysis Patients

Scientific 
Reports 
23(5): 14381, 
2015

32

Koji Matsuo, Suguru 
Yamamoto, Takuya 
Wakamatsu, Yoshimitsu 
Takahashi,  Kazuko 
Kawamura, Yoshikatsu 
Kaneko, Shin Goto, 
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ameliorates periodontal 
inflammation in patients 
with rheumatoid arthritis 
and periodontitis as well as 
tumor necrosis factor 
inhibitors.

Clinical and 
Experimental 
Dental 
Research. 
1(2): 63-73, 
2016

213

Ogawa S, Hoshina H, 
Nakata K, Yamada K,  
Uematsu K, Kawase T, 
Takagi R, Nagata M:

Oral Implant Clinic, Niigata 
University Medical and 
Dental Hospital

High resolution three-
dimensional computed 
tomography analysis of the 
clinical efficacy of 
cultured autogenous 
periosteal cells in sinus 
lift bone grafting.

Clinical 
Implant 
Dentistry and 
Related 
Research 2015 
DOI: 10. 
1111/cid. 
12356

小計6件
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(注) 1

2

3

4

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発
および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合に
は、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大
学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院
に所属している場合に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1 南野　　徹 循環器内科
慢性炎症制御による加齢関連疾
患治療の展望　Inflammagingと
加齢関連疾患

別冊 Bio 
Clinica: 慢性
炎症と疾患　
2015; 4: 6-7

2 南野　　徹 循環器内科
こむら返りから始まる下肢虚血
の診断と治療

Medical 
Practice　
2015; 32: 
1545.

3 南野　　徹 循環器内科
血管内皮細胞P53の抑制は食餌
性肥満における代謝異常を改善
する

代謝異常治療
研究基金研究
業績集　2015; 
21-30.

4 南野　　徹 循環器内科
総論　老化制御のメカニズム解
明と加齢関連疾患の治療方策

メディカル・
サイエンス・
ダイジェスト　
2015; 41: 6-
7.

5 清水　逸平，南野　　徹 循環器内科 褐色脂肪とアンチエイジング

Anti Aging 
Medicine　
2015; 11: 
541-545.

6 清水　逸平，南野　　徹 循環器内科
老化疾患における血管代謝ニッ
シェの変容と臓器記憶の形成

血管医学　
2015; 16: 
353-357.

7
若杉　嵩幸，吉田　陽子，
清水　逸平，南野　　徹

循環器内科
心臓のアンチエイジング　細胞
老化・炎症と心臓のアンチエイ
ジング

Anti Aging 
Medicine　
2015; 11: 
524-528.

8
勝海　悟郎，清水　逸平，
吉田　陽子，南野　　徹

循環器内科
心不全や糖尿病における，脂
肪，心・血管老化の意義

細胞　2015; 
47: 495-498

小計8件



9
勝海　悟郎，清水　逸平，
南野　　徹

循環器内科
心血管疾患・肥満・糖尿病にお
けるSASPの役割

細胞工学　
2015; 34: 
1141-1145.

10
勝海　悟郎，清水　逸平，
南野　　徹

循環器内科 海外文献紹介

Angiology 
Frontier　
2015; 14: 
150-153.

11
池上龍太郎，清水　逸平，
吉田　陽子，南野　　徹

循環器内科 心不全と老化

最新医学　別
冊　診断と治
療のABC 106　
心不全　2015; 
56-57.

12 池上龍太郎，南野　　徹 循環器内科 AGING SCIENCE

Anti Aging 
Medicine　
2015; 11: 
112-114.

13
萱森　裕美，清水　逸平，
吉田　陽子，南野　　徹

循環器内科 慢性炎症と疾病

老化による炎
症と心血管疾
患　2015; 64: 
543-546.

14
林　　由香，吉田　陽子，
清水　逸平，南野　　徹

循環器内科
老化とバイオマーカー（第10
回）　脂肪老化とバイオマー
カー

Anti-aging 
Science　
2015; 7: 55-
60.

15 萱森　裕美，南野　　徹 循環器内科

Notchシグナルの阻害により白
色脂肪組織の褐色化が促進さ
れ，肥満が軽減する　海外文献
紹介

Angiology 
Frontier　
2015; 70-71.

16 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科
心電図ST上昇を考える　J波症
候群　J波症候群の原因遺伝子

心電図　2015; 
34: 352-359.

17 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科

【循環器疾患と分子遺伝学】 
Brugada症候群，早期再分極症
候群，特発性心室細動の遺伝的
背景

循環器内科　
2015; 77: 
353-359

小計9件



18 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科
遺伝性不整脈の治療戦略　カテ
コラミン感受性多形性心室頻拍
（CPVT）の特徴と治療戦略

心電図　2015; 
35: 86-94.

19
池主　雅臣，齋藤　　修，
奥田　明子

循環器内科
鼓動のリズムバランスを感じ診
る

Therapeutic 
Research　
2015; 36: 
863-867.

20

長谷川裕紀，和泉　大輔，
大槻　　総，八木原伸江，
佐藤　光希，小澤　拓也，
渡部　　裕，池主　雅臣，
南野　　徹

循環器内科
高血圧性心肥大で経過観察中に
持続性心室頻拍を発症し蘇生さ
れた1例

心臓　2015; 
47: 38-43.

21

小幡　裕明，南野　　徹，
上原　彰史，渡邊　　恵，
山口　兼司，宮坂めぐ美，
和泉　由貴，鈴木　順夫，
和泉　　徹

循環器内科
独歩リハビリと心臓リハビリの
関わり

心臓リハビリ
テーション　
2015; 20: 
308-312.

22
池上龍太郎，小澤　拓也，
南野　　徹

循環器内科 海外文献紹介　末梢循環障害

Angiology 
Frontier　
2015; 12: 67-
71.

23
尾崎　和幸，保坂　幸男，
土田　圭一，高橋　和義，
小田　弘隆

循環器内科
当院における閉塞性肥大型心筋
症に対する経皮的中隔心筋焼灼
術の長期成績

新潟市民病院
医誌　2015; 
36: 25-31.

24 南野　　徹 循環器内科
機能性関与成分データ集　循環
器領域

機能性表示食
品DATA BOOK　
メディカルレ
ビュー社　
2015; 11: 32-
35

25 南野　　徹，須田　将吉 循環器内科 虚血肢の再生治療

再生医療用語
ハンドブック　
メディカルト
リビューン　
2015; 85.

小計8件



26
清水　逸平，吉田　陽子，
南野　　徹

循環器内科
セマフォリンを介した新しい脂
肪炎症の機序　Annual review

糖尿病・代
謝・内分泌　
2015; 165-169

27 吉田　陽子，南野　　徹 循環器内科 細胞老化と老化関連疾患

第3版アンチエ
イジング医学
の基礎と臨床　
メジカル
ビュー社　
2015; 40-41.

28
須田　将吉，吉田　陽子，
清水　逸平，南野　　徹

循環器内科 疾患モデルの作製と利用

脂質代謝異常
と関連疾患 上
巻―LIC　
2015; 13: 
131-136.

29 須田　将吉，南野　　徹 循環器内科 血管と血小板

新・血栓止血
血管学　金芳
堂　2015; 9: 
96-102.

30 須田　将吉，南野　　徹 循環器内科
細胞医学の理解―細胞老化とエ
イジング

第3版アンチエ
イジング医学
の基礎と臨床　
メジカル
ビュー社　
2015; 3: 69-
70.

31 和泉　大輔，大槻　　総 循環器内科
治療における最近の新薬の位置
づけ（薬効別）～新薬の広場～　
抗不整脈薬

新薬展望2015　
医薬ジャーナ
ル　2015; 51: 
480-487.

32 和泉　大輔，南野　　徹 循環器内科
治療における最近の新薬の位置
づけ（薬効別）～新薬の広場～　
抗凝固薬・抗血小板薬

新薬展望2015　
医薬ジャーナ
ル　2015; 51: 
465-473.

33 池主　雅臣 循環器内科 第1章洞不全症候群

不整脈診療ク
リニカルクエ
スチョン　診
断と治療社　
2015; 4-8.

小計8件



34 池主　雅臣 循環器内科 心臓突然死の予防

今日の臨床サ
ポート　エル
ゼビア・ジャ
パン2015年 
update 第2版

35 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科
不整脈に対する薬物治療の現状
と未来

不整脈治療 
update　医薬
ジャーナル社　
2015; 4: 157-
163.

36 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科
第Ⅲ章-1. QT 短縮症候群の定
義～ QT 間隔の診断基準～

不整脈症候群
～遺伝子変異
から不整脈治
療を捉える～　
南光堂　2015; 
42-44.

37 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科
第Ⅲ章-2. QT 短縮症候群の臨
床像～発作の危険因子と心電図
所見

不整脈症候群
～遺伝子変異
から不整脈治
療を捉える～　
南光堂　2015; 
45-47.

38 渡部　　裕，南野　　徹 循環器内科
第Ⅲ章-3. QT 短縮症候群の遺
伝子診断～遺伝子診断の有用性
～

不整脈症候群
～遺伝子変異
から不整脈治
療を捉える～　
南光堂　2015; 
48-51.

39 佐藤　光希，南野　　徹 循環器内科
症例提示（Column） QT 短縮症
候群

不整脈症候群
～遺伝子変異
から不整脈治
療を捉える～　
南光堂　2015; 
58-60.

40 田中　孔明，南野　　徹 循環器内科
心疾患合併例における高血圧　
治療高血圧治療update-最新の
治療動向-

合併症・ライ
フステージ別
高血圧治療　
日本臨床　
2015; 73: 
1871-1875.

41

高橋　良光、風間順一郎、
中村　藤夫、生駒　俊和、
山本　　卓、成田　一衛、
追手　　巍

腎・膠原病内科学

ブタ血液および静脈血管を用い
たバスキュラーアクセスカテー
テルに起因するへばりつき現象
の評価

日本急性血液
浄化学会雑誌 
6(1): 29-34, 
2015

小計8件



42

今井　直史、西　　慎一、
高橋　　　香、伊藤　由
美、吉田　一浩、河野恵美
子、田崎　正行、中川　由
紀、斎藤　和英、高橋　公
太、成田　一衛

腎・膠原病内科学
Pentraxin 3発現の, 抗体関連
型拒絶反応発症 ABO血液型不適
合移植腎における意義

日本臨床腎移
植学会雑誌 
3(1): 62-67, 
2015

43 和田　真一
生体機能調節医学専攻腎膠原病
内科学分野(第二内科）

家族性IgA腎症における糖鎖不
全IgA1の臨床的意義

新潟医学会雑
誌 127(9): 
373-381, 2015

44 張　　仁美
生体機能調節医学専攻臨床感染
制御学分野

日本人血液透析患者に対するレ
ボフロキサシン500mg投与後の
血中濃度の検討

新潟医学会雑
誌 129(3): 
105-112, 2015

45

真島　一郎、清野　　洋、
藤村　健夫、清水　夏恵、
村上　修一、成田　一衛、
菊地　利明、田中　　裕、
村松　芳幸、村松公美子、
三浦　　哲、荒川　正昭、
三宮　博己

保健管理センター
若年アスリートの睡眠に影響す
る要因について

不眠研究2015 
: 41-44, 2015

46

安住 里映, 横山 純二, 本
田 穣, 山際 訓, 寺井 崇
二, 小向 慎太郎, 大橋 泰
博, 松澤 夏未, 小林 和明,
 橋立 英樹, 渋谷 宏行

消化器内科
経肛門的小腸バルーン内視鏡が
診断に最も有用であった成人
メッケル憩室出血の3例

ENDOSCOPIC 
FORUM for 
digestive 
disease 31巻1
号 Page64-
69(2015.05)

47

荒生 祥尚, 小林 正明, 橋
本 哲, 水野 研一, 竹内 
学, 本田 博樹, 影向 一美,
 高村 昌昭, 佐藤 祐一, 寺
井 崇二

消化器内科
早期胃癌に対するESD後に発生
した遅発性穿孔の検討

ENDOSCOPIC 
FORUM for 
digestive 
disease 31巻1
号 Page27-
32(2015.05)

48 七里佳代 精神医学,保健管理センター
気分障害に焦点づけた学生メン
タルヘルス検診の有用性につい
て.

新潟医学会雑
誌 129(5): 
256-262, 
2015.

49 横山裕一 精神医学
進行性核上性麻痺とアストロサ
イトのタウ病理学: 40連続剖検
例における臨床病理学的検討.

新潟医学会雑
誌 129(9): 
505-518, 
2015.

小計8件



50

細貝亮介，高地貴行，吉田
咲子，岩渕晴子，今村勝，
申将守，笠原靖史，齋藤昭
彦，佐野正和，西山健一，
阿部英輔，青山英史，吉村
淳一，今井千速．

小児科

全脳脊髄照射を要する小児脳腫
瘍における術後2週間以内のG-
CSF単独自家末梢血幹細胞採
取．

日本小児血
液・がん学会
雑誌　52巻2
号：133-138, 
2015

51 山田剛史 小児科
腹膜透析を導入し在宅管理に移
行し得た，左心低形成症候群を
合併した低形成腎の1例

日本小児腎不
全学会雑誌

52
佐々木直, 楡井淳, 長崎啓
祐, 佐藤英利, 小川洋平, 
伊藤末志, 長崎啓祐.

小児科
過成長、骨年齢促進を呈した乳
幼児期発症Basedow病の2例.

日本甲状腺学
会雑誌　
6(1):61-64, 
2015

53 若井　俊文 消化器・一般外科 肝胆膵外科診療の最前線(解説)

日本癌治療学
会誌 50(2)：
375-388，
2015.

54

皆川　昌広，高野　可赴，
滝沢　一泰，佐藤　良平，
仲野　哲矢，廣瀬　雄己，
三浦　宏平，坂田　　純，
小林　　隆，若井　俊文

消化器・一般外科
【創閉鎖法の進歩】 肝胆膵領
域手術での再切開創に対する真
皮縫合の効果

日本外科感染
症学会雑誌 12
（3）： 209-
216，2015. 

55
亀山　仁史，島田　能史，
中野　麻恵，中野　雅人，
若井　俊文

消化器・一般外科

【最新臨床大腸癌学-基礎研究
から臨床応用へ-】 大腸癌の浸
潤・転移　大腸癌骨転移・脳転
移の臨床的特徴

日本臨床 73増
刊4：179-
182，2015．

56

坂田　　純，田島　陽介，
廣瀬　雄己，須藤　　翔，
三浦　宏平，丸山　智宏，
大橋　　拓，永橋　昌幸，
滝沢　一泰，小林　　隆，
小杉　伸一，若井　俊文

消化器・一般外科
【リンパ節郭清up-to-date】 
胆嚢癌

消化器外科 
38(9)：1313-
1321，2015．

57 坂田　　純，若井　俊文 消化器・一般外科 胆道疾患　胆嚢癌(総説)

消化器外科学
レビュー 2015　
16：116-121，
2015．
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58

坂田　　純，若井　俊文，
皆川　昌広，小林　　隆，
滝沢　一泰，三浦　宏平，
永橋　昌幸，小杉　伸一

消化器・一般外科

【わかりやすい消化器癌治療の
コンセンサス】 胆道癌の診断
と治療　胆道癌の外科治療　胆
嚢癌の外科治療

消化器外科 
38(5)：782-
786，2015．

59

坂田　　純，若井　俊文，
皆川　昌広，小林　　隆，
滝沢　一泰，三浦　宏平，
岡部　康之，廣瀬　雄己，
永橋　昌幸，亀山　仁史，
小杉　伸一，小山　　諭

消化器・一般外科
【進展度に応じた胆嚢癌の治療
戦略】 リンパ節転移からみた
胆嚢癌の治療成績

胆と膵 
36(1)：55-
59，2015．

60

坂田　　純，若井　俊文，
皆川　昌広，小林　　隆，
滝沢　一泰，三浦　宏平，
岡部　康之，廣瀬　雄己，
永橋　昌幸，亀山　仁史，
小杉　伸一，小山　　諭

消化器・一般外科
【胆道癌外科切除　再発防止の
ストラテジー】　術中戦略 リ
ンパ節郭清範囲　胆嚢癌

臨床外科 
70(1)：68-
72，2015．

61
神田　達夫，石川　　卓，
小杉　伸一，間島　寧興，
若井　俊文

消化器・一般外科
総説　術前補助療法の臨床的意
義と今後の方向性 GISTに対す
るneoadjuvant chemotherapy

臨床外科 
70(7)：860-
865，2015．

62
高野　可赴，坂田　　純，
若井　俊文

消化器・一般外科
胆管内乳頭状腫瘍( IPNB )の診
断と治療 Up-to-date

Annual Review 
消化器　2016　
竹原徹郎，金
井隆典，下瀬
川徹，島田光
生　編，中外
医学社，東
京，p231-
236，2015.

63

木戸　知紀，島田　能史，
中野　麻恵，中野　雅人，
亀山　仁史，野上　　仁，
若井　俊文，岩渕　三哉

消化器・一般外科
同一病巣内に神経内分泌腫瘍と
腺癌の成分を認めた径8mmの直
腸腫瘍の1例

日本大腸肛門
病学会雑誌 
68(1)：55-
59，2015．

64 坂本　武也 消化器・一般外科
参加施設の規模を問わない地域
医療連携ネットワークシステム
の構築

新潟医学会雑
誌　129
（4）：187-
198，2015.

65 佐藤　　洋 消化器・一般外科

切除不能・再発大腸癌における
NAD（P）H: quinone 
oxidoreductase 1発現の臨床的
意義

新潟医学会雑
誌 129(6)：
300-308，
2015．

小計8件



66

田島　陽介，岡部　康之，
立石　善隆，西山　晃史，
尾関百合子，亀山　仁史，
松本　壮吉，若井　俊文

消化器・一般外科
プロバイオティクス医療を視野
に入れたヨーグルトの抗菌効果
の検討

新潟医学会雑
誌 129(10)：
593-600，
2015．

67 長谷川　美樹 消化器・一般外科
適切な症例選択と治療により乳
房温存手術後の局所再発は制御
可能である

新潟医学会雑
誌 129(8)：
433-440，
2015．

68 丸山　智宏 消化器・一般外科
pT1b胆囊癌の手術成績：胆囊摘
出術と根治切除との比較

新潟医会誌 
129（6）：
309-316，
2015．

69
丸山　智宏，須田　和敬，
大竹　雅広

消化器・一般外科
急性虫垂炎保存的治療後の再燃
危険因子からみた待機的虫垂切
除術の適応

日臨外会誌 
76(12)：2863-
2868，2015．

70

佐藤　良平，滝沢　一泰，
油座　　築，相馬　大輝，
廣瀬　雄己，森本　悠太，
三浦　宏平，永橋　昌幸，
高野　可赴，坂田　　純，
亀山　仁史，小林　　隆，
皆川　昌広，小杉　伸一，
若井　俊文

消化器・一般外科
化学放射線療法にて根治切除し
得た局所進行切除不能膵癌の1
例

癌と化学療法 
42(12)：2385-
2387，2015．

71
下田　　傑，亀山　仁史，
中野　雅人，島田　能史，
野上　　仁，若井　俊文

消化器・一般外科
単孔式腹腔鏡手術を行った
Press Through Packageによる
小腸閉塞の1例

新潟医学会雑
誌　129(3)：
151-155，
2015．

72
細井　　愛，遠藤　和彦，
臼井　賢司

消化器・一般外科
鱈骨の胃壁穿通による肝膿瘍の
1例

日本腹部救急
医学会雑誌 
35(4)：503-
507，2015．

73 三浦　宏平 消化器・一般外科

MHC確立ならびに遺伝子ノック
アウト大動物を用いた同種・異
種移植前臨床実験　鹿児島大学
異種移植外科での経験. 

今日の移植 
28：87-90，
2015．

74
八木　　寛，山崎　俊幸，
岩谷　昭，眞部　祥一

消化器・一般外科
下大静脈腫瘍栓を伴う大腸癌腎
転移に対して下大静脈合併切除
を行った1例

日本大腸肛門
病学会雑誌 
68(7)：501-
505，2015．

小計9件



75
八木　　寛，山崎　俊幸，
岩谷　昭，眞部　祥一

消化器・一般外科

両葉多発肝転移を伴う下行結腸
癌に対しパニツムマブ
+mFOLFOX6療法が奏効し肝切除
が可能となった1例

癌と化学療法 
42(1)：109-
112，2015．

76

島田　哲也，坂田　　純，
山本　　潤，臼井　賢司，
内藤　哲也，谷　　達夫，
長谷川　潤，島影　尚弘，
小林　　隆，若井　俊文

消化器・一般外科
化学療法施行後に根治切除し得
た同時性肝転移を伴う十二指腸
乳頭部癌の1例

癌と化学療法 
42(12):1758-
60，2015.

77

森本　悠太，平野健一郎，
田中　修二，仲丸　　司，
渡辺佳織里，渡邊　　玄，
味岡　洋一

消化器・一般外科
ステロイド内服中に発症した続
発性結核性腹膜炎の1例

新潟医学会雑
誌 128(11)：
603-608，
2014．

78

森本　悠太，鈴木　　晋，
金子　和弘，佐藤　友威，
岡田　貴幸，青野　髙志，
武藤　一朗，長谷川正樹

消化器・一般外科
左上肢麻痺で発症し急速な増大
を示した小腸未分化癌の1例

新潟医学会雑
誌 128(12)：
671-677，
2014．

79
森本　悠太，金子　和弘，
鈴木　　晋，岡田　貴幸，
青野　髙志，長谷川正樹

消化器・一般外科
ステロイド内服中に腸結核穿孔
から汎発性腹膜炎をきたした1
例

外科 77(3)：
339-342，
2015．

80 森本　悠太 消化器・一般外科
肝内胆管癌におけるVimentinの
発現と術後遠隔成績

新潟医学会雑
誌 129(5)：
235-244，
2015．

81

石川　博補，坂田　　純，
相馬　大輝，油座　　築，
安藤　拓也，廣瀬　雄已，
三浦　宏平，辰田久美子，
大橋　　拓，滝沢　一泰，
永橋　昌幸，亀山　仁史，
小林　　隆，小杉　伸一，
若井　俊文

消化器・一般外科
腎癌膵転移に対して膵を温存し
つつつ三度の膵切除を実施した
１例

癌と化学療法 
42(12)：2254-
2255，2015.

82

石川 　博補，坂田　　純，
廣瀬　雄己，大橋　　拓，
滝沢　一泰，高野　可赴，
小林　　隆，皆川　昌広，
若井　俊文

消化器・一般外科

肝外胆管癌に対する術前胆道ド
レナージ法としての経皮経肝胆
道ドレナージと内視鏡的ドレ
ナージとの比較

新潟医学会雑
誌 129(2)：
71-77，2015.

小計8件



83

田村　博史，島田　能史，
八木　亮磨，田島　陽介，
岡村　拓磨，中野　雅人，
石川　　卓，坂田　　純，
小林　　隆，亀山　仁史，
小杉　伸一，若井　俊文，
野上　　仁，丸山　　聡，
瀧井　康公

消化器・一般外科
側方リンパ節転移陽性Stage IV
下部直腸癌の3例

癌と化学療法　
42(12)：2303-
2305，2015．

84
八木　亮磨，青野　髙志，
鈴木　　晋，佐藤　友威，
岡田　貴幸，長谷川正樹

消化器・一般外科
感染性心内膜炎による多発内臓
動脈病変を伴う右肝動脈瘤胆嚢
内穿破の1例

日本臨床外科
学会雑誌 
76(9)：2130-
2135，2015．

85 仲野　哲矢 消化器・一般外科
膵空腸吻合部ロストステント排
泄の検討

新潟医学会雑
誌　
129(8):441-
449, 2015.

86
仲野　哲矢，遠藤　和彦，
小柳　英人，石川　博補，
木戸　知紀，皆川　昌広

消化器・一般外科
胆嚢出血に対する腹腔鏡下胆嚢
摘出術の1例

腹部救急医学
会雑誌　
35(6):805-
809, 2015.

87

仲野　哲矢，塚原　明弘，
水木 　亨，池田　義之，畠
山　　悟，丸田　智章，田
中　典生，小山俊太郎，下
田　　聡，若木　邦彦

消化器・一般外科
小腸原発血管筋脂肪腫による小
腸重積症の1例

日本消化器外
科学会雑誌 
48(6)：521-
526，2015.

88

橋本　喜文，鈴木　　聡，
二瓶　幸栄，大滝　雅博，
坂本　　薫，八木　亮磨，
城之前　翼，永井　　佑，
三科　　武，亀山　仁史，
市川　　寛，辰田久美子，
小林　　隆，小杉　伸一，
若井　俊文

消化器・一般外科
緩和手術としての胃空腸バイパ
ス手術の有用性

癌と化学療法 
42(12)：1559-
1560，2015．

89

廣瀬　雄己，坂田　　純，
油座　　築，三浦　宏平，
滝沢　一泰，永橋　昌幸，
小林　　隆，亀山　仁史，
小杉　伸一，若井　俊文

消化器・一般外科

混合型肝癌術後に孤立性大動脈
周囲リンパ節再発をきたした1
例

癌と化学療法　
42(12)：1860-
1862，2015．

小計7件



90

大渓　隆弘，亀山　仁史，
金子　和弘，佐藤　友威，
鈴木　　晋，岡田　貴幸，
青野　髙志，武藤　一朗，
長谷川正樹，坂田　　純，
小林　　隆，皆川　昌弘，
小杉　伸一，黒﨑　　功，
若井　俊文

消化器・一般外科
mFOLFOXが奏効した下大静脈圧
排を伴う大腸癌肝転移の長期生
存例

癌と化学療法 
42(12)：2184-
2186，2015．

91

大渓　隆弘，金子　和弘，
佐藤　友威，鈴木　　晋，
岡田　貴幸，青野　髙志，
武藤　一朗，長谷川正樹，
若井　俊文

消化器・一般外科
食道癌術後再建胃管潰瘍穿孔に
より腹腔内膿瘍をきたした1例

新潟医学会雑
誌 129(9)：
545-550，
2015．

92 堅田　朋大 消化器・一般外科

肝内胆管癌における
Ribonucleotide Reductase M1
発現の臨床学的意義　
Gemcitabine治療抵抗性

 新潟医学会雑
誌 129(1)：
21-28，2015．

93

滝沢　一泰，皆川　昌広，
廣瀬　雄己，堅田　朋大，
須藤　　翔，田島　陽介，
中野　雅人，小林　　隆，
若井　俊文

消化器・一般外科
初回腹腔鏡手術後に発症した外
傷性腹壁ヘルニアの1例

日本腹部救急
医学会雑誌　
35(4)：477-
482，2015．

94

須藤　　翔，相馬　大輝，
廣瀬　雄己，堅田　朋大，
齋藤　敬太，三浦　宏平，
滝沢　一泰，永橋　昌幸，
坂田　　純，小林　　隆，
皆川　昌広，若井　俊文

消化器・一般外科
PTBD瘻孔部に癌着床を認め術後
腹壁再発をきたした下部胆管癌
の1例

胆道 29(2)：
247-253，
2015．

95 須藤　　翔，冨田　　広 消化器・一般外科
盲腸が嵌頓したRichter型大腿
ヘルニアの1例

日本臨床外科
学会雑誌 
76(1)：141-
145，2015．

96
須藤　　翔，小林　　隆，
廣瀬　雄己，堅田　朋大，
滝沢　一泰，若井　俊文

消化器・一般外科
心肺停止状態から救命し得た上
部消化管造影検査後大腸穿孔に
よるバリウム腹膜炎の1例

日本腹部救急
医学会雑誌 
35(1)：119-
124，2015．

97
須藤　　翔，亀山　仁史，
中野　雅人，島田　能史，
野上　　仁，若井　俊文

消化器・一般外科
単孔式腹腔鏡補助下に切除した
狭窄型虚血性小腸炎の1例

新潟医学会雑
誌 129(1)：
38-44，2015．

小計8件



98

小柳　英人，市川　　寛，
小杉　伸一，番場　竹生，
羽入　隆晃，平島浩太郎，
石川　　卓，小林　　隆，
皆川　昌広，小山　　諭，
若井　俊文

消化器・一般外科
術前CDDP/5-FU療法にて組織学
的完全奏効が得られた食道癌の
3例

癌と化学療法 
42(4)：497-
501，2015．

99
峠　　弘治，渡邊　直純，
臼井　賢司，榎本　剛彦，
濱　　　勇，林　　達彦

消化器・一般外科 遺伝性血管浮腫の１例

日本臨床外科
学会雑誌　76
（7）：1604-
1608，2015.

100

水木　　亨，島田　能史 ，
八木　　寛，田島　陽介，
中野　麻恵，中野　雅人 ，
永橋　昌幸 ，石川　　卓 
，坂田　　純 ，亀山　仁史 
，小林　　隆 ，皆川　昌広 
，小杉　伸一，小山　　
諭，若井　俊文 ，関根　正
幸，芹川　武大，加嶋　克
則，榎本　隆之

消化器・一般外科
卵巣癌直腸浸潤により直腸間膜
内リンパ節転移を来した1例

癌と化学療法 
42(12)：2300-
2302，2015．

101

山本　　潤，中野　雅人，
島田　能史，亀山　仁史,山
田　沙季，八木　亮磨，辰
田久美子，田島　陽介，岡
村　拓磨，中野　麻恵，永
橋　昌幸，坂田　　純，小
林　　隆，小杉　伸一，若
井　俊文

消化器・一般外科
大腸癌肝転移、肺転移、腹膜播
種の転移巣切除後長期生存した
1例

癌と化学療法 
42(12)：1597-
1599，2015．

102

岩城　孝和，小山　　諭，
永橋　昌幸，長谷川美樹，
利川　千絵，土田　純子，
諸　　和樹，若井　俊文

消化器・一般外科
骨転移で判明した甲状腺濾胞癌
の1例

新潟医学会雑
誌 129(6)：
326-330，
2015．

103

庭野　稔之，小山　　諭，
永橋　昌幸，長谷川美樹，
利川　千絵，土田　純子，
若井　俊文，小池　輝元，
橋本　毅久，土田　正則

消化器・一般外科
胸骨縦切開を追加して切除し得
た無症候性進行甲状腺癌の1例

新潟医学会雑
誌 129(5)：
281-286，
2015．

104

阿部　　馨，亀山　仁史，
島田　能史，山田　沙季，
相馬　大輝，八木　亮磨，
三浦　宏平，辰田久美子，
田島　陽介，岡村　拓磨，
中野　麻恵，中野　雅人，
小林　　隆，小杉　伸一，
若井　俊文

消化器・一般外科
ドレナージ経路近傍に再発した
フルニエ壊疽合併直腸癌の1例

癌と化学療法 
42(12)：2291-
2293，2015．

小計7件



105

阿部　　馨，亀山　仁史，
八木　亮磨，中野　麻恵，
中野　雅人，島田　能史，
若井　俊文

消化器・一般外科
肝硬変合併透析患者に発症した
PTP誤飲による回腸穿通の1例

新潟医学会雑
誌 129(7)：
415-422，
2015．

106

安藤　拓也，坂田　　純，
丸山　智宏，廣瀬　雄己，
岡部　康之，滝沢　一泰，
永橋　昌幸，島田　能史，
石川　　卓，亀山　仁史，
小林　　隆，皆川　昌広，
小杉　伸一，小山　　諭，
大坪　亜矢，渡部　　聡，
若井　俊文

消化器・一般外科
肺腺癌に対するGefitinib投与
中に発症した腸管嚢腫様気腫症
の1例

癌と化学療法 
42巻7号 
Page847-849，
2015.

107

相馬　大輝，三浦　宏平，
小林　　隆，石川　博補，
滝沢　一泰，永橋　昌幸，
坂田　純，皆川　昌広，小
杉　伸一，若井　俊文

消化器・一般外科
劇症肝炎に対する脳死肝移植の
1例

新潟医学会雑
誌 129巻4号 
Page216-220，
2015.

108

土田　純子，長谷川美樹，
小山　　諭，永橋　昌幸，
利川　千絵，諸　　和樹，
小杉　伸一，若井　俊文

消化器・一般外科

超音波検査で描出困難な乳腺石
灰化病変に対し,切除標本マン
モグラフィーが有用であった1
例

新潟医学会雑
誌 129(6)：
331-336，
2015．

109 諸　　和樹 消化器・一般外科
乳房センチネルリンパ節転移陽
性例における非センチネルリン
パ節転移の危険因子

新潟医学会雑
誌 129(5)：
245-255，
2015．

110

諸　　和樹，皆川　昌広，
高野　可赴，滝沢　一泰，
坂田　　純，小林　　隆，
若井　俊文

消化器・一般外科
膵内副脾に生じた類上皮嚢胞の
1例

新潟医学会雑
誌 129(7)：
401-407，
2015．

111

諸　　和樹，永橋　昌幸，
土田　純子，辰田久美子，
利川　千絵，長谷川美樹，
萬羽　尚子，五十嵐麻由
子，滝沢　一泰，中野　雅
人，番場　竹生，島田　能
史，石川　　卓，坂田　　
純，亀山　仁史，小林　　
隆，皆川　昌広，小杉　伸
一，小山　　諭，若井　俊
文

消化器・一般外科
術前化学療法による薬剤性肺障
害のためハルステッド手術を選
択した局所進行乳癌の1例

癌と化学療法 
42(12)：1803-
1805，2015．

112

山田　沙季，島田　能史，
八木　亮磨，中野　麻恵，
中野　雅人，亀山　仁史，
小杉　伸一，若井　俊文

消化器・一般外科 壁内転移を有した直腸癌の1例

新潟医学会雑
誌 129(7)：
409-414，
2015．

小計8件



113

油座　　築，皆川　昌広，
高野　可赴，三浦　宏平，
滝沢　一泰，坂田　　純，
小林　　隆，小杉　伸一，
若井　俊文

消化器・一般外科
子宮頸癌術後に生じた外腸骨動
脈による絞扼性イレウスの1例

新潟医学会雑
誌　129(8)：
450-455, 
2015.

114

油座　　築，坂田　　純，
相馬　大輝，安藤　拓也，
廣瀬　雄己，石川　博補，
三浦　宏平，辰田久美子，
大橋　　拓，滝沢　一泰，
永橋　昌幸，亀山　仁史，
小林　　隆，小杉　伸一，
若井　俊文

消化器・一般外科
十二指腸乳頭部原発印環細胞癌
の1例

癌と化学療法　
42(12)：1767-
1769, 2015.

115
酒井　　剛、北見　智恵、
河内　保之、川原聖佳子、
牧野　成人、西村　　淳

消化器・一般外科
遊走脾捻転に伴う脾静脈閉塞に
より胃静脈瘤をきたした1例

日本臨床外科
学会雑誌　
76(6), 1505-
1508, 2015.

116 榛沢　和彦 心臓血管外科 下肢深部静脈血栓症・肺塞栓症

災害時循環器
疾患の予防・
管理に関する
ガイドライン
（日本循環器
学会/日本高血
圧学会/日本心
臓病学会合同
ガイドライ
ン）p60-66, 
2015

117 青木　賢治 呼吸循環外科学分野
逆行性A型大動脈解離に対する
ステントグラフト内挿術の初期
中期成績の検討

新潟医学会雑
誌　129
（7）:382-
395, 2015

118
白石　修一，高橋　　昌，
渡邉　マヤ，杉本　　愛，
土田　正則

呼吸循環外科学分野

Posterior TGA型両大血管　右
室起始症に対する動脈スイッチ
術(Jatene原法)と心室内血流路
作成の一例［Arterial Switch 
Operation (Jatene Procedure) 
for Posterior TGA 
(Transposition of the Great 
Arteries) Type Double Outlet 
Right Ventricle］

日本心臓血管
外科学会雑誌 
44(1): 21-24, 
2015

119 岡本　竹司 心臓血管外科
同時期に瘤内コイル塞栓術を行
うTEVAR

Valiant症例集
（Medtronic社
内資料）
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120

小池　輝元, 佐藤　裕喜, 
佐藤征二郎, 岡本　竹司, 
橋本　毅久, 榛沢　和彦, 
土田　正則

呼吸循環外科
動脈瘤合併肺癌症例に対するス
テントグラフト内挿術・肺切除
同時手術の経験

胸部外科 
68(4):293-
297, 2015

121
河内俊太郎，金井朋毅，川
瀬大央，柴田　実，松田　
健

機能再建医学講座整形外科学分
野

感染と軟部組織欠損を生じた前
腕開放骨折の1例

新潟整外研会
誌 31 (1); 
37-42,2015

122
近藤直樹，藤澤純一，金井
朋毅，遠藤直人

機能再建医学講座整形外科学分
野

外傷を契機として生じた両側破
壊性肘関節症の1例

新潟整外研会
誌 30 
(2);155-
162,2014

123
山際浩史，谷藤 理， 古賀 
寛，穂苅 翔，山中佳代，遠
藤 直人

機能再建医学講座整形外科学分
野

外側下膝動脈からの出血による
特発性膝関節血症2例の治療経
験

東北整災誌　
58; 90-93, 
2015.

124
村上玲子、遠藤直人、宮坂
大、今井教雄

機能再建医学講座整形外科学分
野

新潟県内の乳児股関節検診の実
施状況

新潟整外研会
誌 31 (1); 
27-30, 2015

125 宮田昌幸 形成・再建外科 瞼裂狭小症に対する手術方法 日本医事新報

126 西野和彦 脳研究所脳神経外科
Onyx embolization後の脳動静
脈奇形摘出術の要点

脳卒中の外科

127 長谷川仁 脳研究所脳神経外科
MO.MA Ultraを活用した頚動脈
ステント留置術標準的手技

脳血管内治療
の進歩2015: 
96-101, 診断
と治療社2015

128 西山健一 脳研究所脳神経外科 水頭症、脳脊髄液減少症 臨床

129 長谷川仁 脳研究所脳神経外科
Enterprise VRD 誘導・留置の
基本とコツ

脳血管内治療
ブラッシュ
アップ

小計10件



130 森田健一 脳研究所脳神経外科

V. 各論-外科治療,血管内治療
の適応決定- 4. 海綿状血管腫 
b. 画像診断 脳神経 外科 診療
プラクティス 5

無症候性脳血
管障害を解く

131 西山健一 脳研究所脳神経外科
小児の水頭症. 小児神経外科教
育セミナー2015.

小児神経外科
教育セミナー
2015.

132 西山健一 脳研究所脳神経外科

特集　小児脳神経外科の最新知
見
小児水頭症に対する外科治療の
最前線

脳神経外科
ジャーナル

133 伊藤　靖 脳研究所脳神経外科
鼻口耳出血　脳血管内治療レ
ファレンス　

脳血管内治療
レファレンス　

134 長谷川仁 脳研究所脳神経外科
脳動脈瘤治療用頭蓋内ステント 
(Closed-cell type) 誘導・留
置の基本と応用

脳血管内治療
の進歩2016 治
療困難な脳動
脈瘤—どう治療
するか？〜脳
管内治療ブ
ラッシュアッ
プセミナー—
2015

135 藤川大基 皮膚科
抗EGFR抗体による皮膚障害に対
する予防的介入の効果について
の検討 

日皮会
誌,125(3):427
-434(2015) 

136 有波 浩 皮膚科
Erdheim-Chester病と考えられ
た1例 

臨
皮,69(10):735
-741(2015) 

137 丸山涼子 皮膚科
Mycobacterium mageritenseに
よる皮膚感染症の1例 

臨
皮,69(10):722
-726(2015) 

138

中川由紀、池田正博、田崎
正行、齋藤和英、高橋公
太、相川　厚、菊池雅美、
冨田善彦

腎泌尿器病態学分野分子腫瘍学
分野

わが国における献腎移植ドナー
の基準と限界点の検討

日本臨床腎移
植学会雑誌　3
（2）：189-
194，2015
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139 田﨑正之
腎泌尿器病態学分野分子腫瘍学
分野

海外留学体験記　２年間の海外
留学を経て得たもの

日本臨床腎移
植学会雑誌　
3(2)：297-
298，2015

140
羽場知己、小池　宏、加藤
晴朗

腎泌尿器病態学分野分子腫瘍学
分野

尿路直腸瘻の治療法-膀胱瘻の
有用性-

泌尿器外科　
28（４）421-
430　2015

141 冨田善彦
腎泌尿器病態学分野分子腫瘍学
分野

特集　泌尿器癌に対する免疫療
法の現状と新展開　新規免疫療
法（Immune checkpoint 
inhibitor）-腎細胞癌を中心に
-

泌尿器外科　
28（７）：
1157–1163，
2015　７月号

142
中川由紀、齋藤和英、田崎
正行、冨田善彦

腎泌尿器病態学分野分子腫瘍学
分野

特集　知っておきたい腎移植の
最新情報—基礎から臨床まで　
Ⅱ．ドナー腎採取術　脳死下臓
器提供における腎採取術の実際

臨床泌尿器科　
69（13）：
1110-1116，
2015　12月

143

松岡 尚気, 長谷部 日, 寺
島 浩子, 佐藤 弥生, 上田 
恵理子, 佐々木 亮, 福地 
健郎

生体機能調節医学専攻感覚統合
医学講座視覚病態学分野

抗VEGF薬の硝子体内注射と後部
硝子体剥離の発症頻度

眼科臨床紀要 
(1882-5176)8
巻10号 
Page730-
733(2015.10)

144

中野 英之, 長谷部 日, 松
岡 尚気, 寺島 浩子, 佐々
木 亮, 上田 恵理子, 佐藤 
弥生, 福地 健郎

生体機能調節医学専攻感覚統合
医学講座視覚病態学分野

網膜色素線条に脈絡膜新生血管
を合併した家族例

臨床眼科 
(0370-5579)69
巻7号 
Page1057-
1061(2015.07)

145
中野 里絵子, 松岡 尚気, 
松田 英伸, 長谷部 日, 酒
井 康弘, 福地 健郎

生体機能調節医学専攻感覚統合
医学講座視覚病態学分野

新潟大学における急性網膜壊死
症例の検討

臨床眼科 
(0370-5579)69
巻7号 
Page981-
985(2015.07)

146
奥村仁，石岡孝二郎，上田
裕子，野村智幸

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
多発血管炎性肉芽腫症における
鼻副鼻腔CT，
鼻粘膜生検の有用性の検討

日鼻誌　54
（1）: 1-6. 
2015

147 宮尾益道・森田由香 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

原因不明一側性末梢前庭障害の
検討
―内側型高位頸静脈球との関連
―

Equilibrium 
Res Vol. 
74(4): 257-
265. 2015
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148 山本裕 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野
真珠腫進展度分類の活用法
　　　　一活用の現況一

Otol Jpn 
25(2): 160-
163. 2015

149
植木雄志、金丸明子、正道
隆介、山本裕、髙橋姿

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

セツキシマブ併用放射線治療中
に
血小板減少をきたした高齢下咽
頭癌例

耳鼻臨床　
108(1): 63～
69. 2015

150
植木雄志、松山洋、森田由
香、高橋邦行、山本裕、髙
橋姿

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 頭蓋底骨髄炎５症例の検討
日耳鼻118: 
40-45. 2015

151
森香織、石岡孝二郎、山崎
洋大
、植木雄志、窪田和、松山
洋、山本裕、堀井新、髙橋
姿

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野
気管に限局した再発性多発軟骨
炎の１例

日耳鼻118: 
1150-1154. 
2015

152
岸部幹、吉田尚弘、立山香
織、森田由香、原渕保明

耳鼻咽喉科
OMAAVの臨床像ー全国アンケー
ト調査からー

Otol Jpn 
25(2): 183-
188. 2015

153 森田由香 耳鼻咽喉科・頭頸部外科
OMAAVの臨床像ー顔面神経麻
痺、肥厚性硬膜炎、再燃例の検
討ー

Otol Jpn 
25(2): 196-
201. 2015

154

松田圭二、東野哲也、小島
博己、小森学、山本裕、森
田由香、大田隆之、長谷川
賢作

耳鼻咽喉科
中耳真珠腫進展度分類（2010）
の実用性評価ー施設間比較ー

Otol Jpn 
25(2): 174-
178. 2015

155

正道隆介、松山洋、山崎洋
大、富樫孝文、植木雄志、
岡部隆一、  山本裕、髙橋
姿

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
喉頭に生じた類基底細胞扁平上
皮癌の1例

頭頸部癌　
41(1): 51-56. 
2015

156
大島伸介、大島伸介、山本
裕、森田由香、高橋邦行、
高橋姿 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野
鼓室形成術皿型、IV型の聴力成
績 　　一新潟大学の30年間の
推移一

Otol 
jpn24(5): 
748-754. 2014

157
馬場洋徳、相澤直孝、高橋
奈央、土屋昭夫、髙橋姿

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
小児睡眠呼吸障害に対するアデ
ノイド口蓋扁桃摘出術の成績 
：手術前後のPSGによる検討

口咽科28(2):  
205-209. 2015
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158
尾股丈、松山洋、正道隆
介、山崎洋大、植木雄志、
山崎恵介、山本裕、髙橋姿

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
頭頸部領域に再発を繰り返した
類上皮血管内皮腫の1例

頭頸部外科
25(1): 55-60. 
2015

159 堀井新 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野
心因性めまいの分類（バラニー
学会案）と治療

耳鼻臨床 
108(11): 821-
827. 2015

160
塩谷基、八木琢也、佐藤
卓、高野徹、吉村宣彦、青
山英史

放射線医学分野
膵原発腫瘍と鑑別を要した
Peripancreatic Schwannomaの1
例

臨床放射線
60：1773-
1777，2015

161
小島　拓, 芳澤享子, 小野
由起子, 倉部華奈, 加納浩
之, 齊藤　力, 小林正治

顎顔面再建学講座組織再建口腔
外科学分野

顎矯正手術後に精神障害が発現
した3例.

日顎変形会誌 
25(3): 234-
240頁, 2015.

162
芳澤享子, 新美奏恵, 三上
俊彦, 船山昭典, 鈴木一郎, 
小林正治

顎顔面再建学講座組織再建口腔
外科学分野

新潟大学医歯学総合病院口腔再
建外科において，粘膜・皮膚疾
患に分類された外来初診患者の
臨床統計的検討.

新潟歯会誌 
45(2): 67-72
頁, 2015.

163

西川 敦，児玉泰光，永井孝
宏，田村 隆，高野 操， 内
山正子，田邊嘉也，高木律
男

顎顔面口腔外科学分野
口腔外科手術における予防的抗
菌薬適正使用への取り組み

環境感染誌

164
山田瑛子，池田順行，小玉
直樹，齋藤 功，高木律男

顎顔面口腔外科学分野

移植歯を含む歯の矯正移動によ
り歯列および歯槽骨の回復をは
かった小児石灰化嚢胞性歯原性
腫瘍の1例

小児口腔外科
学会雑誌

165
池田順行，星名秀行，小野
和宏，小玉直樹，勝見祐
二，山田一穂，高木律男

顎顔面口腔外科学分野
インプラント治療による上顎洞
に関連した合併症の臨床的検討

顎顔面インプ
ラント誌

166

照光　真，瀬尾　憲司, 松
澤 等，稲 有史，中村　達
雄，茂野　啓示，渡辺　将
樹，鈴木　清隆，中田 力

歯科麻酔学分野

三叉神経障害に対するPGA-C 
tubeによる生体内再生治療の高
分解能神経MRI を用いた予後評
価

Peripheral 
Nerve 2015; 
26(1): 71-79

小計9件



167
田中　裕, 村松芳幸, 瀬尾
憲司

歯科麻酔科

Patient Health 
Questionnaire(PHQ-9)を用いた
口腔顔面痛患者の心身医学的検
証

慢性疼痛, 
34(1):69-74, 
2015

168 齋藤　功 矯正歯科

歯科矯正用アンカースクリュー
を併用した審美的治療－ガミー
スマイルの改善に焦点を当てて
－．

歯科審美学会
雑誌 28(2)：
87, 2016.

169
竹山雅規，福井忠雄，小栗
由充，越知佳奈子，中川麻
里，焼田裕里，齋藤　功

矯正歯科

矯正用インプラントアンカーの
タイプ別適用について考察する
－大臼歯を圧下した２症例をも
とに－.

甲北信越矯歯
誌23（1）: 
34-42, 2015.

170 葭原明弘 予防歯科
成人における栄養と歯周病を中
心とする歯科疾患との関連（総
説）

新潟歯学会
誌，45(1): 1-
6, 2015. 

171 濃野　要 予防歯科
パイン含有ゲル併用舌清掃によ
る舌苔除去効果．

口腔衛生会
誌，66(1): 9-
14, 2016

172 韓 臨麟, 興地隆史 う蝕学分野
S-PRG フィラー抽出液の人工脱
灰象牙質に対する象牙細管封鎖
効果.

日歯保存誌 
58(1):17-25, 
2015.

173
枝並直樹, 重谷佳見, 吉羽
邦彦, 日向 剛, 吉羽永子, 
興地隆史

う蝕学分野
ラット皮下組織における 4-
META 含有レジン系シーラーの
生体親和性.

日歯保存誌 
59(1): 65-73, 
2016.

174
末山有希子, 金子友厚, 伊
藤崇史, 興地隆史

う蝕学分野
lipopolysaccharide 刺激によ
る幹細胞の CD146 mRNA 発現へ
の影響.

日歯保存誌 
58(5): 282-
289, 2015.

175
山本信一, 韓 臨麟, 興地隆
史

う蝕学分野
S-PRG フィラー抽出液によるヒ
ト象牙質切削面の細管封鎖と元
素の移行.

日歯内療法誌 
37(1): 31-36, 
2016.

176 川崎真依子 生体歯科補綴学分野
トレハロースタブレットの口腔
保湿に対する効果の分析

新潟歯学会雑
誌第45巻第2号　
13-20 2015

小計10件



177
小野高裕, 堀　一浩, 藤原
茂弘, 皆木祥伴

包括歯科補綴学分野

口腔機能の客観的評価としての
舌圧測定　その意義、開発から
展望まで　咀嚼・嚥下における
舌圧の意味と可能性

日補綴会誌　
8(1): 46-51, 
2016.

178
小野高裕, 堀　一浩, 藤原
茂弘

包括歯科補綴学分野
嚥下機能の評価法の検証　舌圧
検査　新しい評価ツールへの期
待

嚥下医学　
4(2): 178-
181, 2015.

179 小野高裕 包括歯科補綴学分野 口腔機能評価のための機器開発

日本抗加齢医
学会雑誌 
11(2): 46-52, 
2015.

180
堀田哲夫、橋本　章 、水野
聖人、秦　睦美 

手術部
レベル4不織布のバリア性に関
する研究

手術医学 2015 
36:12-18

181 堀田哲夫 手術部
手術件数増加に伴う課題‐手術
の質を上げる運用について‐

手術医学 2015 
34: 392-397.

182
渡部達範、吉永清宏、鈴木
雄太郎、染矢俊幸、馬場洋

麻酔科学分野
痙攣の誘発にレミフェンタニル
の併用が有効であった修正電気
痙攣療法の1例

麻酔 
2015;63(8): 
866 -871

183
奥村暢旦、石崎裕子、伊藤
晴江、中村太、塩見晶、中
島貴子、藤井規孝

歯科総合診療部
歯科臨床技術教育における動画
教材の効果

日本歯科医学
教育学会雑誌

小計7件
合計183件

(注) 1

2

3

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

産学官連携活動を含む社会貢献活動を行う上での利益相反を適正に管理するために必要な

事項を定めることにより，本学の産学官連携活動等の推進を図る。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年1回 

 ・研修の主な内容 

外部から講師を招へいし，院内職員を対象に「「人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針」改正のポイントと臨床研究のモニタリングに関する各種検討会の議論」と題した講演会

を実施した。 

 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

新潟大学医歯学総合病院と県内多数の関連医療機関を循環するきわめて多彩な専門重点コース

から選択ができる。また，関連医療機関とのネットワークが形成されているため，専門領域にお

ける一般的な疾患の充分な研修が可能である。 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数          ８７人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

南野 徹 循環器内科 教授         ２６年  

曽根 博仁 内分泌・代謝内科 教授         ２５年  

 血液内科            年  

成田 一衛 腎・膠原病内科 教授         ３２年  

菊池 利明 呼吸器・感染症内科 教授         ２５年  

 心療内科              年  

寺井 崇二 消化器内科 教授     ２５年  

 肝胆膵内科        年  

小野寺 理 神経内科 教授        ２８年  

西條 康夫 腫瘍内科 教授         ３１年  

染矢 俊幸 精神科 教授         ３２年  

齋藤 昭彦 小児科 教授         ２４年  

若井 俊文 消化器外科 教授         ２３年  

 乳腺・内分泌外科              年  

土田 正則 心臓血管外科 教授         ３０年  

  呼吸器外科              年  

遠藤 直人 整形外科 教授         ３５年  

松田 健 形成・美容外科 教授         １９年  

窪田 正幸 小児外科 教授         ３６年  

藤井 幸彦 脳神経外科 教授         ３２年  

阿部 理一郎 皮膚科 教授       ２１年  

冨田 善彦 泌尿器科 教授       ３０年  

福地 健郎 眼科 教授       ３０年  

堀井 新 耳鼻咽喉・頭頸部外科 教授       ２６年  

榎本 隆之 産科婦人科 教授       ３２年  

青山 英史 放射線治療科 教授       ２１年  

 放射線診断科    

馬場 洋 麻酔科 教授       ２７年  

遠藤 裕 高次救命災害治療センター 教授       ３６年  

遠藤 直人 総合リハビリテーション 教授       ３５年  

味岡 洋一 病理部 教授       ３１年  

成田 一衛 血液浄化療法部 教授       ３２年  



(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容，研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して別紙「平成27年度キャリ

ア開発支援計画研修」を参照。（対象研修：専門領域シリーズ等） 

 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容，研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して別紙「平成27年度キャリ

ア開発支援計画研修」を参照。（対象研修：基礎研修及び役割研修等） 

 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 

 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 



2016/11/28 新潟大学医歯学総合病院看護部
資料１

受講
対象者

ね　　ら　　い 講師・研修担当 開催年月日
参加
人数

院内諸規定を理解し、配置された職場へ適応できる 看護部 4/1(水） 76

労働者の安全衛生に関する知識を習得できる 健康管理センター産業医 4/6（月） 76

感染管理認定看護師 4/ 2(木） 76

安全管理部GRM
看護安全管理委員会

4/ 2(木） 76

看護情報委員会 4/6（月） 76

外部講師 ４/７（火） 76

歯科外来看護師 76

皮膚･排泄ケア認定看護師
看護部褥瘡対策チーム

76

RICCA教育委員会 7/4（土）・10/２（金）ｏｒ10/16（金） 72・71

Ⅰ：4月　　Ⅱ：6月　　Ⅲ：12月 各72

①3か月：7月　　　6か月：10月 72・70

看護診断の基礎知識を習得できる 看護情報委員会 7/4（土） 72

BLS・AEDの知識・技術を習得できる 72

RICCA教育委員会 72

集中ケア認定看護師
新人担当専任看護師

2年目対象：1/29（金）or２/3（水）　3.5時間 69

看護者の倫理綱領に基づき看護倫理について考えることができる リーダー育成研修委員会
同じ内容で年間2回開催　　　　　　　　　　　　　　6/22

（月）or10/29（木） 68

看護安全管理委員会
同じ内容で年間2回開催　　　　　　　　　　　　　8/7

（金）or8/18(火）
70

感染管理認定看護師 年に１回予定　10/24（土） 68

看護実践を振り返り分析できる 看護研究支援委員会
　年に２回予定　　　　　　　　　　　　　　　　　①

6/27（土）②10/24（土）
68

レベルⅡ リーダーシップの基本を習得できる RICCA教育委員会
同じ内容で年間2回開催　　　　　　　　　　　　　７/７

（金）or1/22(金）
①30②
21

レベルⅢ 部署の目標管理においてリーダーシップを発揮できる RICCA教育委員会 年間３回開催①5/18・②9/11③2/26 22

レベルⅡ プリセプタ－シップを理解できる RICCA教育委員会
同じ内容で年間2回開催　　　　　　　　　　　　　　2/12

（金）or　２/17(水） 49

レベルⅡ プリセプタ－シップを理解し、役割機能を遂行できる RICCA教育委員会
年に３回開催　①6/8（月）or6/12（金）　　　　　　②
11/9（月）or11/18（水）　　　　　　　　　　　③3/11

（金）

①54②
53③49

レベルⅢ 組織の一員として果たす役割を理解できる RICCA教育委員会
同じ内容で年間2回開催

未定
38

レベルⅡ～
レベルⅣ

自己に気づき、今後の自身の目標を設定できる
自らを見つめ直し、将来の自己イメージを確立できる

外部講師
レベルⅡ～Ⅲ対象　10/１・11/７　　　　　　　　　　レ

ベルⅣ対象　　　11/28
Ⅱ43Ⅲ
32Ⅳ10

看護師長 看護管理者としての役割を遂行できる 外部講師 看護師長対象　　①６/14・②９/26
①32②
31

副看護師長 看護管理者としての役割を遂行できる 外部講師 副看護師長対象　9/12 15

副看護師長 看護管理者としてのリフレクション手法の理解を深める シミュレーションＷＧ 副看護師長対象10/9・10/13・11/19
①16②
17③16

教育担当者
（スタッフ） 現任教育において能力を発揮できる 外部講師・RICCA教育委員会 年間３回開催①3/14終了　②6/26（金）

①28②
26 ③
25

2年目サポーター 2年目サポーターとして役割を遂行できる RICCA教育委員会
①３/25オリエンテーション実施

②9/25（金） 31

看護情報係 情報管理において能力を発揮できる 看護情報委員会 年に３回６月・11月・１月 各50

褥瘡担当者 褥瘡ケアにおいて能力を発揮できる 看護部褥瘡対策チーム 年に２回6月・11月 各22

NST担当者 栄養サポートにおいて能力を発揮できる 看護部NST 年に２回5月・11月 各22

ICM 感染管理において能力を発揮できる 看護感染管理委員会 年に３回5月・10月・2月 各30

安全管理担当者 安全管理において能力を発揮できる 看護安全管理委員会 年２回5月・11月 各30

退院支援担当者 退院支援において能力を発揮できる 看護部地域保健医療推進部部会 年に３回予定5月・10月・2月 各24

実習指導者
（スタッフ）

実習指導において能力を発揮できる 看護部臨地実習委員会 年間２回6月・12月 各31

院内認定看護師コース
感染管理

レベルⅢ以上 感染管理に関する専門的知識・技術を習得し、水準の高い実践およびスタッフ指導ができる 感染管理認定看護師
シリーズ９回①5/19②6/16 ③7/21④8/11⑤9/15⑥10/6⑦

10/13⑧10/23⑨11/４
6

院内認定看護師コース
スキンケア

レベルⅢ以上 スキンケアに関する専門的知識・技術を習得し、水準の高い実践およびスタッフ指導ができる 皮膚･排泄ケア認定看護師
シリーズ10回①5/26②6/22③7/28④8/11⑤８/24⑥9/29⑦

10/6⑦10/26⑧10/23⑨10/26⑩11/４
4

感染管理 レベルⅢ以上 感染管理に関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる 感染管理認定看護師
シリーズ10回①5/13②6/2③7/7④8/4⑤9/１　　　　　⑥

10/6　⑦11/11⑧12/1⑨H28.1/5⑩2/2
17

スキンケア レベルⅢ以上 スキンケアに関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる 皮膚･排泄ケア認定看護師
シリーズ8回①6/9②7/14③8/11④9/8⑤10/13　　　⑥11/10

⑦12/8⑧H28.1/12
27

呼吸ケア レベルⅢ以上 呼吸ケアに関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる 集中ケア・慢性呼吸器疾患看護認定看護師
シリーズ10回①5/14②6/11③7/9④8/20⑤9/10　　　⑥10/8

⑦11/12⑧12/10⑨H28.1/14⑩2/4
18

がん化学療法看護 レベルⅢ以上 がん化学療法に関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる がん化学療法看護認定看護師
　シリーズ10回①6/17②7/15③8/19④9/16⑤10/21　⑥

11/18⑦12/16⑧H28.１/26⑨2/17
11

糖尿病ケア‐基礎コース- レベルⅡ以上 糖尿病療養指導に必要な知識と技術を習得し看護実践に活用できる
院内糖尿病療養指導士の会メンバー

慢性疾患看護専門看護師　他
シリーズ7回①6/3②7/１③8/5④9/2⑤10/７　　　　⑥11/

４⑦12/2
30

緩和ケア レベルⅡ以上 緩和ケアについて知識を習得し看護実践に活用できる 緩和ケア認定看護師
シリーズ9回①5/27②6/24③7/22④8/26⑤9/16　　　⑥

10/21⑦11/25⑧12/16⑨H28.1/27⑩2/24
23

マネジメント研修 レベルⅣ以上 マネジメントについての知識を習得し、実践に活用できる 看護部長・副看護部長 ①10/15　②10/27　③11/30
①27②
32③27

小児看護 レベルⅡ以上 小児看護についての知識と技術を習得し看護実践に活用できる 小児救急看護認定看護師 シリーズ6回①6/25②7/23③10/22④11/26⑤H28.1/28⑥2/25 33

看護研究支援委員会
①発表会　年3回予定： 11/6･11/27･12/4

②説明会　3/28年に1回予定

①
222・
204・
194
②35

研究支援委員会・保健学科 文献検索：5～6月　　他は保健学科講義聴講： 28

レベルⅢ以上 看護倫理についての知識を深め実践に活用できる RICCA教育委員会 12/15 (火） 30

全員 急変時や重症患者の看護について学び看護実践に活用できる 集中ケア・救急看護認定看護師 ＢＬＳ研修 11

入職5年以上相当 専門領域における最新知識を習得し、看護実践に活用できる 各専門領域　認定看護師・専門看護師

①７/8子供の虐待について・陰性感情を招く患者・家族へ
の看護②抗がん剤による皮膚障害・抗がん剤治療を受ける
患者のスキンケア③急変伊気づこう、あぶない聴講・家族

不在時に急変死亡を迎えた患者家族への対応

①47②
38③68

全員 褥瘡ケアに関する知識・技術を習得し看護実践に活用できる
皮膚･排泄ケア認定看護師
看護部褥瘡対策チーム

年に数回予定 新人72

全員 ストーマケアに関する知識・技術を習得し看護実践に活用できる
ストーマケア担当看護師
皮膚･排泄ケア認定看護師

①6/30ストーマトラブル②８/5装具選択③基礎知識
①21②
11③23

全員 口腔ケアについて学び看護実践に活用できる 歯科外来看護師 ２/26(金） 20

全員 糖尿病療養指導について学び看護実践に活用できる 院内糖尿病療養指導士の会 9/14・10/27・11/13
①35②
36③56

全員 受講内容の共有化により、知識を深め看護実践に活用できる RICCA教育委員会 ①10/９②11/12③１/21
①41②
44③43

平成27年度キャリア開発支援研修計画

研　　修　　名

新採用者オリエンテーション

新採用者

労働安全衛生教育

基
礎
研
修

感染管理　1

看護実践に必要な基本的知識・技術を習得できる

安全管理　1

看護記録  1

接遇 （院内研修）

口腔ケア 1

5/8(金）

褥瘡ケア 1

コミュニケーション

臨床技術トレーニングプログラム
ステップⅠ～Ⅲ

看護職キャリア開発コアセンター
臨床実践能力セルフ・モニタリング
プログラム（ＳＭＰ）　3か月・6か

月

看護記録　2

救急医療

6月～7月

フィジカルアセスメント

基礎観察能力、および患者状態が変化した時の対応を習得できる

急変時の看護

レベルⅠ

看護倫理

安全管理　2

看護実践に必要な知識・技術を習得できる

役
割
研
修

リーダーシップ（基礎編）

リーダーシップ（実践編）

プリセプターシップ(基礎編）

プリセプターシップ（実践編）

組織管理

キャリアデザイン

リフレクション研修

2年目サポーター研修

看護記録

感染管理　2

事例検討

報告会

看護管理

看護管理

口腔ケア

糖尿病療養指導

退院支援

実習指導

専
門
領
域
シ
リ
ー
ズ

看護研究

救急・急変時の看護

褥瘡ケア

栄養サポート

感染管理

専門領域最新情報
（up to-date）

褥瘡ケア

ストーマケア

教育担当者研修

専
門
領
域
・
テ
ー
マ
別
研
修

＊日程は変更になる可能性があります。今後のお知らせをご確認ください。

全員 臨床実践に直結する看護研究ができる

看護倫理

安全管理

は上位レベル申請必須研様式第４ 項4の別紙



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 新潟大学医歯学総合病院長 鈴木榮一 

  管理担当者氏名 新潟大学医歯学総合病院事務部長 吉澤初記 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 病歴管理室，フィルム管
理室，電算機室 

※外来，入院とも一部電
子媒体 
・外来…１患者１カルテ
番号方式 
・入院…１患者１入院に
つき１カルテ番号方式 
 
※診療録を病院外に持
ち出すことは禁止して
おり、やむを得ない理由
の場合医療情報部の判
断のもと処理する。 

各科診療日誌 
処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 
 

各所掌課において管理 

高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 
 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

地域医療保健推進部 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 各所掌部門において管
理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
 
 
 

 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染管理部 各所掌部門において管
理 
 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染管理部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染管理部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染管理部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部門 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部門 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部門 
 
 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 各所掌部門において管
理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全管理部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

事務部（予定） 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

事務部（予定） 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

事務部（予定） 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              新潟大学医歯学総合病院長 鈴木榮一 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              新潟大学医歯学総合病院総務課長 江口正樹 

 閲覧の求めに応じる場所              医歯学総合病院内会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

様式第5の保管場所・管理方法による。 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数   延        ０ 件 
  閲 覧 者 別   医        師   延        ０ 件 

  歯  科  医  師   延        ０ 件 
      国   延        ０ 件 
  地 方 公 共 団 体   延        ０ 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 

1 
 

（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     ○有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1 安全管理に関する基本的な考え方 
2 安全管理のための委員会その他の組織に関する基本的事項 
3 安全管理のための職員研修に関する基本方針 
4 事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
5 医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
6 職員と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
7 患者からの相談への対応に関する基本方針 
8 その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ ○有・無 ） 
・ 開催状況：年 12回 
・ 活動の主な内容： 
1 アクシデントの発生防止対策に関すること 
2 アクシデントの発生防止に係る教育及び研修に関すること 
3 安全管理の指針及び医療安全管理マニュアルに関すること 
4 その他医療安全の推進に関すること 

 
 
 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 4回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1「本院における医療安全管理の現状と今後の展望」 
2「笑いの現場から学ぶ！最強医療コミュニケーション『なんでやねん力』」 
3「院内暴力対応訓練」「職員の暴力回避トレーニング」 
4「本院の医療安全管理について」 

 
 
 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
  ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・院内で発生したインシデント及びアクシデントのインシデントレポートによる報告と情報収集 
・医療安全対策の取り組みの評価，インシデント及びアクシデント事例等を医療安全管理部検討

会での事例検討 
・インシデント及びアクシデント事例の医療安全推進委員会での報告，改善策の立案と実施，改

善状況の検証 
・重大事故発生時には速やかに管理者に報告するための体制整備 
・院内で発生した死亡・死産事例（入院・外来）の全例チェックおよび検討 
・医療事例審議委員会，（調査専門委員会）における事例分析，再発防止の検討，他 

 
 
 
 



 
 
 

 

2 
 

（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    ○有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1．院内感染に関する基本的な考え方 
2．院内感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項 
3．院内感染対策のためのすべての職員に対する研修に関する基本方針 
4．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5．院内感染発生時の対応に関する基本方針 
6．患者等に対する指針の閲覧に関する基本方針 
7．院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 

 
 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12回 

 
・ 活動の主な内容： 

・院内感染対策指針及び院内感染対策のマニュアルに関すること 
・院内感染の予防対策に関すること 
・院内感染発生時の対応及び改善策に関すること 
・院内感染対策に係る情報の収集および医療従事者への周知に関すること 
・院内感染対策に係る教育及び研修に関すること 
・院内感染対策の実施状況の評価に関すること 
・その他院内感染対策に関すること 

 
 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 3回 

 
・ 研修の主な内容： 
1「全職員で考える抗微生物薬の適正使用と感染管理 

-有効な抗微生物薬を次世代に受け渡すために-」 
2「感染制御における最近の動向」 
3「当院の感染管理体制」 

 
 
 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 

・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ ○有・無 ） 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・耐性菌，人工呼吸器関連肺炎，中心ライン関連ライン血流感染，消化器外科及び心臓血管外
科SSI，手指消毒薬の払い出し状況，抗菌薬の使用状況等のサーベイランスを実施 

・サーベイランス情報を活用した院内ラウンドの実施（情報の共有と改善のためのディスカッ 
ション，環境チェック） 

・細菌検査や感染症迅速検査の結果の連絡体制を整備し，迅速な感染防止対策を実施 
・院内感染対策基本マニュアルの作成および改訂 
・血液培養陽性となった症例の情報収集および治療に関するコメントのメール配信又は，直接 

的な主治医とのディスカッション 
・TDM検討会（全抗MRSA薬使用症例の情報収集及びTDMコメントを提供） 
・感染症の診断・治療および感染対策に関する相談対応 

 
 
 
 



 
 
 

 

3 
 

（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

「医薬品の安全管理」 
平成27年4月23日、30日；講義（両日、同一の内容） 

⇒ 上記のＤＶＤ映像の視聴：5月12～16日、12月14～18日 
「麻薬の取扱いについて」 

平成27年4月7日、5月8日、6月5日、7月8日、8月5日、9月1日、10月1日、 
11月5日、12月8日、 

平成28年1月7日、2月9日、3月4日；講義（全日、同一の内容） 
⇒ 上記のＤＶＤ映像の視聴：平成27年8月7日、9月7日、12月10日、 

平成28年3月1日、3月7日、3月10日  
 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

平成27年4月、手順書の一部を改訂。 
第5、ならびに第7に注射と与薬を「医療スタッフマニュアル」に則り追記、改正。その他、 
記載内容一部改正。 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．採用薬剤適正使用情報（Vol.55～Vol.59）の配信 
当院採用薬について緊急性を要する情報が生じた場合、院内医療情報端末を利用して 
メール配信を行っている。配信先（医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、放射線技師、 
栄養士等）は状況に応じて選択可能。 

２．薬剤情報ステーションの発刊 
薬剤部から2ヶ月に1回発刊している情報誌の「安全の扉」のページで医薬品の安全使用 
についてトピックスを交えて情報提供している。 
安全の扉： 
Vol.21 No.3 「カリウムの最終濃度、投与速度に注意しましょう」平成27年5月 

No.4 「子どもによる医薬品の誤飲事故に注意!!」平成27年7月 
    No.5 「薬の量が変わる？身長・体重に注意!」平成27年9月 
    No.6 「高齢者の誤飲、誤食事故にPTP包装シート？」平成27年11月 
Vol.22 No.1 「ポリカーボネート（PC）製医療用具の注意点」平成28年1月 

No.2 「針を輸液ゴム栓に刺す場合、注意!！」平成28年3月 
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（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況    有・無 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況      年 63 回 

 ・ 研修の主な内容： 

・ 人工心肺装置・補助循環装置の使用説明 ・ 人工呼吸器の安全使用説明 

・ 除細動装置の取扱い ・ 閉鎖式保育器の安全使用  

・ 透析装置の取扱い説明 ・ 電気メスの取扱い 

・ 麻酔器の取扱い ・ 手術用内視鏡システムの取扱い 

・ 内視鏡スコープの取扱い ・ 超音波吸引装置の取扱い 

・ 超音波手術装置の取扱い ・ シーリングシステムの取扱い 

・ 光干渉断層法（ＯＣＴ）の取扱い ・ バイタルモニタの取扱い 

・ 腹腔鏡下手術シミュレーターの取扱い ・ 硝子体手術装置の取扱い 

・ 眼科用冷凍手術装置の取扱い ・ 植込み型除細動器の取扱い 

・ 3Ｄ内視鏡システムの取扱い ・ 体外式ペースメーカの取扱い 

・ 手術用ナビゲーションユニットの取扱い ・ ＩＲＩ内視鏡の取扱い 

・ 一酸化窒素ガス管理システムの取扱い ・ ロータブレーターの取扱い 

 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

 ・ 保守点検の主な内容： 

医療機器（人工心肺装置、補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置、除細動装置、閉鎖式保

育器、診療用高エネルギー放射線発生装置、放射線照射装置、麻酔器、眼内内視鏡、歯科ユ

ニット、高気圧酸素、ダヴィンチ）に関して、保守点検計画書を策定。実施状況・内容等は院内の

委員会（委員長：医療機器安全管理責任者）にて評価を受ける。 

※ 保守点検計画書には医療機器名、製造販売業者名、型式、保守点検を実施する予定の時期、間

隔、条件等を記載。また、機器台帳にて修理履歴を保管 

 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

・未承認・適応外使用等の医療機器の使用に関して： 

病院長を委員長とした“病院臨床倫理検討委員会”にて、検討を行うことになっている。また、実際

に使用された場合にも、この委員会に報告することになっている。 

・その他の医療機器の安全使用を目的とした方策の実施状況に関して： 

厚生労働省等の行政、PMDA及び日本医療機能評価機構からの通知、並びに各種学会等のホー

ムページや機器メーカーから情報を収集し、医療機器に携わる者へ、文章告知および院内webサ

ーバーに掲載し、院内に情報を周知している。 
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（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況      ○有・無 

 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 
 ・医療安全管理部長として院内の医療安全に関する管理部門に所属し統括 

・医療の安全管理体制の確保及び推進のための医療安全推進委員会及び重大な事例が発生した場合
の適切な対応策等に関する事項を審議する医療事例審議委員会の構成員並びに運営 

・医薬品の安全管理のための体制確保として医薬品安全管理責任者の実施業務及び医療機器に係る
安全管理のための体制確保として医療機器安全管理責任者の実施業務に関し，取り決めを行う各
専門部会の構成員となり統括 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 ○有（ 3名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

・薬剤部において，院内の医薬品使用状況の定期的（月一回程度）な確認及びその結果を踏まえた
添付文書情報（禁忌等），緊急安全性情報，未承認医薬品の使用時又は医薬品の適応外使用時等の
医薬品安全管理に係る情報の報告 

・薬剤部からの報告をもとに，当該情報に係る医薬品の使用実績のある診療科等のみならず院内全
体に医薬品の適正使用のための注意喚起情報の周知 

・全部署のリスクマネジャーが出席するリスクマネジャー全体会議においても改めて医薬品の適正
使用のための注意喚起情報を周知し，リスクマネジャーは自部署職員への周知が完了した旨を報
告書として提出してもらうこととしており，全部署からの周知完了報告書の提出をもって確認 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

・薬剤部において，医師等の処方した薬剤の使用が，未承認医薬品，若しくは適応外又は禁忌等の
使用（以下，「未承認等の医薬品の使用」という。）に該当するか否かの把握 

・未承認等の医薬品の使用について審査する委員会で承認されていない場合で処方の妥当性が確認
できない場合，主治医へ疑義照会の上，薬学的知見に基づき，処方の必要性や論文，ガイドライ
ン等の根拠に基づくリスク検討の有無，処方の妥当性等の確認と事後に把握した適応外使用医薬
品に係る処方の妥当性等の確認と処方した医師等へ処方の変更等の提案 

・薬剤部からの報告をもとに，未承認等の医薬品使用の把握の状況の定期的な確認と必要に応じた
当該把握方法の見直し，及び必要に応じて医師等に対する指導等と院内全体に未承認等の医薬品
の使用に関して必要な情報の共有 

 

・担当者の指名の有無（○有・無） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 ○有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者，標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ ○有・無 ） 

・規程の主な内容： 
・インフォームド・コンセントに関する基本方針，インフォームド・コンセントの実際（説明を行
う際の同席者，標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法などの留意事項），インフォー
ムド・コンセントの取得フローチャート，インフォームド・コンセントを必要とする医療行為 
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⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 ○有・無 

・活動の主な内容： 

診療録監査員会内規に基づき，定期的な診療録監査の実施及び診療科へのフィードバック 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 ※経過措置の適用により様式 8「医療に係る

安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

○有・無 

・所属職員：専従（ 3）名，専任（ 3）名，兼任（ 25）名 

 うち医師：専従（ 1）名，専任（ ）名，兼任（ 14）名※歯科医師（兼任）3名含む 

 うち薬剤師：専従（ ）名，専任（ 1）名，兼任（ 1）名 

 うち看護師：専従（ 2）名，専任（ 1）名，兼任（ 3）名 

・活動の主な内容： 

・専従の医師・看護師，専任の薬剤師は医療安全推進委員会の構成員 
・医療安全推進委員会に係る資料作成等の運営事務 
・管理者が認める事象（通常の経過では必要がない処置または治療が必要になった事例は，国立大
学附属病院で定めたインシデント影響度分類でレベル３b以上相当の事例）発生時の診療録その
他の診療に関する記録の確認，患者又はその家族への説明，当該事象の発生の原因の究明その他
の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基づく職員への必要な指導 

・医療に係る安全管理に係る連絡調整 
・医療に係る安全の確保のための対策の推進 
・医療に係る安全の確保に資する診療の情報の把握及び職員の医療に関する意識の向上の状況確認 
・歯科診療に関する医療安全に係る事案が発生した場合には，歯科医師が適切に関与できる体制 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には，専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 ※経過措置の適用により様式 8「医療

に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・○無  ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に，従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・○無  ） 

・規程の主な内容： 

 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・○無  ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・○無  ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を決定する部門の状況 ※経過措置の適用
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により様式 8「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・○無  ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に，従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・○無  ） 

・規程の主な内容： 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・○無  ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・○無  ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 ※経過措置の適用により様式 8「医療に係る安全管

理のための体制整備に関する計画について」を参照 

有・○無  

・監査委員会の開催状況：年  回 

・活動の主な内容： 

 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・○無  ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・○無  ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・○無  ） 

・公表の方法： 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は，次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
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⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 13 件（原病死，自然師は含まず。

同じ内容事例は１件として計上） 

・上記に掲げる場合以外の場合であって，通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び

発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年  120 件（同じ内容事例は 1件として計

上） 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 ・院内における入院・外来全死亡（死産含む）症例について，医療安全管理部でリストアップを行
い，事例件数の報告及び事例検証を実施 

 ・平成 28年 5月より院内の入院患者における全死亡・死産症例について，主治医・担当医に報告す
ることを義務化し，報告実施状況の確認及びその結果について報告 

・重大な事例が生じた場合，速やかに原因究明のための調査及び分析，分析結果を基に改善のため
の方策の立案及び実施並びに職員への周知，方策の実施状況の調査及び必要に応じ方策の見直し
の実施 

 

 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 ※経過措置の適用

により様式 8「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・他の特定機能病院への立入り（ 有（病院名：       ）・○無） 

・他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・○無） 

・技術的助言の実施状況 

 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況： 

・患者からの医療安全管理に係る相談等に対し，対応できるよう窓口を常設している。また，院内
掲示により設置場所，担当者，責任者及び対応時間等を患者等に明示している。 

 

 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲，情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ ○有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ） 
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⑭ 職員研修の実施状況 ※経過措置の適用により様式 8「医療に係る安全管理のための体制整備に関

する計画について」を参照 

・研修の実施状況： 
・平成 28年度の医療安全管理研修会において，インシデント，アクシデント報告の流れ等の医療に

係る安全管理のための基本的な事項，及び医療安全管理に係る具体的な事例の改善策，高度な医
療を提供するための多職種連携に必要な知識及び技能，今回の法令改定を踏まえた特定機能病院
として取り組むべき医療安全管理に関する事項等について，管理者，医療安全管理責任者等によ
る医療安全管理研修会及び医薬品安全管理研修会並びに医療機器安全管理研修会を実施し，Eラ
ーニングを用いて学習効果を測定した。 

 

⑮ 管理者，医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 ※経過措置の適用により様式 8「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画

について」を参照 

・研修の実施状況： 

・医療安全管理責任者及び医薬品安全管理責任者は責任者として当該業務を適切に行うため，知識
及び技術習得を目的に院外研修会に参加・受講している。 

 
 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・公益財団法人日本医療機能評価機構：平成26年12月更新認定 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・ 本院ホームページ及び各診療部門のホームページにより診療内容や医療サービスについて情報

発信している。 

・ 広報誌「和」を発行している（年2回程度）。 

・ 診療案内冊子を毎年作成（更新）し，県内全医療機関へ送付している。また，診療担当医一覧

を四半期ごとに作成し，県内全医療機関に送付している。 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

・ 腫瘍センター及び腫瘍内科を中心に，複数の診療科が連携して平成25年1月から「キャンサー

ボード」を開催している。平成26年度からは必要に応じて病理医が病理組織を供覧している。 

・「医療連携口腔管理チーム」によって，入院患者の周術期口腔機能管理の医科・歯科連携強化

を進めている。 

 

 



(様式第 8) 

                                                         ２８新大病医第１４９号  

平成２８年 ９月 ８日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名 （管理者）鈴木 榮一 (印)  

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

       

記 

 
1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 
平成２８年９月１２日付けで副病院長（医療安全管理担当、医師）を医療安全管理責任

者に任命し，病院長名で発令予定である。 
 
 
2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置  
医薬品安全管理責任者は、１０月から、以下を適切に実施するため、医薬品情報管理室

担当薬剤師及び病棟担当薬剤師等を担当薬剤師に指名し、業務を行わせ、必要に応じて医

薬品安全管理責任者に報告させる。医薬品安全管理責任者は担当薬剤師からの報告を受け、

必要に応じて業務手順書の見直しを行う。 
① 薬剤部において、院内の医薬品の使用状況を月一回程度定期的に確認し、その結果を踏

まえて添付文書情報（禁忌等）、緊急安全性情報、未承認医薬品の使用時又は医薬品の適

応外使用時等の医薬品安全管理に係る情報を整理し、必要に応じてその結果を医薬品安

全管理責任者に報告する。また、必要に応じて、当該情報に係る医薬品の使用実績のあ

る診療科等のみならず院内全体に医薬品の適正使用のための注意喚起情報を周知すると

ともに、必要な診療科等に周知されたか等については、リスクマネジャー全体会議にお

いてこれらを周知し、部署からの周知報告書をもって確認を行う。 
② 医師等の処方した薬剤の使用が、未承認医薬品、若しくは適応外又は禁忌等の使用（以

下、「未承認等の医薬品の使用」という。）に該当するか否かを把握するように努める。

未承認等の医薬品の使用について審査する担当部門・委員会で承認されていない場合で

処方の妥当性が確認できない場合、主治医へ疑義照会の上、薬学的知見に基づき、処方

の必要性や論文、ガイドライン等の根拠に基づくリスク検討の有無、処方の妥当性等を

確認する。また、事後に把握した適応外使用医薬品も処方の妥当性を確認するよう努め

る。これらの結果を踏まえ、処方した医師等に対し処方の変更等の提案を行うとともに、

その結果を医薬品安全管理責任者に報告する。 



 
 

3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 
平成２８年９月１２日付でインフォームド・コンセント検討委員会委員の中から医療を

受ける者に対する説明に関する責任者を任命し，病院長名で発令予定である。 
 
 
4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 
 本院の規程「新潟大学医歯学総合病院インフォームド・コンセント検討委員会内規」に

おいて，業務説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他の説明の実施に必要な方法

に関すること等は，同委員会で決定することと規定している。 
同委員会において，業務説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他の説明の実施

に必要な方法に関する事項として、「インフォームド・コンセントに関する指針（平成１４

年９月作成、最終更新平成２８年８月）」を定めている。 
 
 
5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置  
平成２８年９月１２日付で診療録監査委員会委員の中から診療録等の管理に関する責任

者を任命し，病院長名で発令予定である。 
 
 
6. 規則第９条の23第１項第10号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施する 

ための予定措置 

 入院・外来を含めすべての院内死亡事例は、以前から医療安全管理部門で把握する体制

を構築していた。本年５月から入院患者が死亡した場合には、全例すみやかに主治医・担

当医が医療安全管理部門に死亡の事実と死亡前の状況を報告することを定めた。報告実績

は院内の各種委員会（委員長：病院長）で、報告しており、医療安全管理部への報告が不

十分な場合、診療科には注意勧告している。通常の経過では必要がない処置または治療が

必要になった事例は、国立大学附属病院で定めたインシデント影響度分類でレベル３b以上

相当の事例と定め、死亡事例と同様に報告状況を逐次病院長や各種委員会で報告している。 
 
 
7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 
 新潟大学で定めている公益通報制度に則り，新潟大学監査室を窓口にすることとしてい

る。９月中に使用方法について職員に向け周知することとしている。 
 
 



 
 

8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 
医療安全推進委員会でいくつかの指標・インディケーター（周術期肺血栓塞栓症、入院

患者の転倒・転落、など）を設定し、平時から継続的にモニタリング、その数値を踏まえ

て改善に取り組んでいる。 
 また、全職員が受講する医療安全に関する研修の受講状況を確認し、すべての職員が必

ず研修を受講するように指導し、全職員の受講を確認している。研修後の職員の医療の安

全に関する意識の向上は、E ラーニングを用いた小テストや、院内の部署が相互に現場で行

うチェックなどによって定期的に確認している。モニタリング結果を受けて、研修内容を

再検討している。 
 
 
9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 
医療法施行規則及び医政局長通知に基づき，新たな部門及び評価委員会の設置，規程の

整備等を準備中である。平成 28 年 12 月の院内会議において，関係規程（担当部門にかか

る規程）を制定し，病院内での準備を経て，平成 29 年 4 月から施行する予定である。 
 （現在は病院長を委員長とする委員会で適否を審議した上で，当該医療行為を実施して

いるが，法令及び通知に基づき体制を見直す） 
 
 
10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難

度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を作

成するための予定措置 
医療法施行規則及び医政局長通知に基づき，新たな部門及び評価委員会の設置，規程の

整備等を準備中である。平成 28 年 12 月の院内会議において，関係規程（従業者が遵守す

べき事項及び部門が確認すべき事項等を定めた規程）を制定し，病院内での準備を経て，

平成 29 年 4 月から施行する予定である。 
 （現在は病院長を委員長とする委員会で適否を審議した上で，当該医療行為を実施して

いるが，法令及び通知に基づき体制を見直す） 
 
 
11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するための

予定措置 
医療法施行規則及び医政局長通知に基づき，新たな部門及び評価委員会の設置，規程の

整備等を準備中である。平成 28 年 12 月の院内会議において，関係規程（担当部門にかか

る規程）を制定し，病院内での準備を経て，平成 29 年 4 月から施行する予定である。 



 
 

 （現在は病院長を委員長とする委員会で適否を審議した上で，当該医療行為を実施して

いるが，法令及び通知に基づき体制を見直す） 
 
 

12．未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未

承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を

定めた規程を作成するための予定措置 
医療法施行規則及び医政局長通知に基づき，新たな部門及び評価委員会の設置，規程の

整備等を準備中である。平成 28 年 12 月の院内会議において，関係規程（従業者が遵守す

べき事項及び部門が確認すべき事項等を定めた規程）を制定し，病院内での準備を経て，

平成 29 年 4 月から施行する予定である。 
 （現在は病院長を委員長とする委員会で適否を審議した上で，当該医療行為を実施して

いるが，法令及び通知に基づき体制を見直す） 
 
 
13．監査委員会を設置するための予定措置 
 平成２９年３月末を目途に，学長のもとに監査委員会を設置することとして事務局と協

議しているところである。 
 
 
14． 他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 
 今後、厚生労働省から示される立入り及び受入れの方法、内容を参考に来年度から行う

予定である。 
 
 
15．職員研修を実施するための予定措置 

インシデント、アクシデント報告の流れ等の医療に係る安全管理のための基本的な事項、

及び医療安全管理に係る具体的な事例の改善策、高度な医療を提供するための多職種連携

に必要な知識及び技能、今回の法令改定を踏まえた特定機能病院として取り組むべき医療

安全管理に関する事項等について、管理者、医療安全管理責任者等による医療安全管理研

修会及び医薬品安全管理研修会並びに医療機器安全管理研修会を実施し、Eラーニングを用

いて学習効果を測定した。 
なお、監査委員会からの意見に関する事項については、委員会開催以降の研修会の内容

に含めていく予定である。全職員を対象とした研修会は年 2 回実施している（平成 28 年度

は 4 月と 6 月開催）。 



 
 

 
16． 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医

薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
 研修の内容について発出される通知に基づき，研修を受けることとしている。 
また、管理者は、国立大学附属病院長会議が実施する研修(今後検討予定)に来年度から参加

予定である。 
17． 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（３）名、専任（３）名、兼任（２５）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１４）名※歯科医師（兼任）３名含む 
 うち薬剤師：専従（ ）名、専任（１）名、兼任（１）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（１）名、兼任（３）名 
 
 
18． 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
医師、看護師の専従職員は配置済みであるが、薬剤師については、平成３０年３月３１

日まで間、専任（５割以上従事）職員を１名配置し、平成３０年４月以降平成３２年３月

３１日までの間、８割以上従事する専従薬剤師１名もしくは５割以上従事する薬剤師２名

を配置し、平成３２年４月には専従薬剤師を配置する。 
 
 


